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第一章 研究背景 

第１節 日中太極拳運動について 

「太極拳は中国伝統武術の一つの流派であり、その起源は明代末、清代初（1640 年）と

言われ、三百数十年前にできたものです。しかし、太極拳の運動の哲理は、「老子」、「荘子」、

「孔子」、「孫子」など （紀元前 400～600 年頃）の思想の影響を受けているものです（陰

陽思想など）。幾多のすぐれた武術家によって作りだされたものが太極拳です。これらのこ

とから太極拳は「哲学拳」とも言われます」――日本武術太極拳連盟より。 

現在、太極拳は中国の伝統スポーツの代表であり、国民の健康増進手法として今や世界

中の人々に親しまれている。今太極拳運動が全世界の 150 以上の国と地域に展開され、太

極拳愛好者人口数が 3 億人を超え、80 ヵ国に太極拳の組織が設立されていると言われてい

る1。 

日本における太極拳運動は民間の協力によって普及されてきた。1960 年代に日中国交正

常化が進んでいることに伴い、太極拳運動は日本に導入され、その後日本太極拳愛好者が

中国各地を訪れ、また中国から太極拳指導者を招いて技術を習得する活動が盛んに行われ

るようになった。一方、日本の高齢化社会の到来に伴い、太極拳運動は健康効果が高いス

ポーツとして認識され、現在太極拳愛好者の人数は急激に増えている。日本武術太極拳連

                                                   
1 中国国務院新聞オフィスより 

http://www.scio.gov.cn/zhzc/1/32763/Document/1435425/1435425.htm  



2 

 

盟の統計によると、2014 年 4 月まで、日本全国における太極拳愛好者人口約 150 万人、う

ち女性７割、男性３割、競技者人口は全都道府県合わせて約 70,000人に達している。 

そして、太極拳愛好者人口が増加していると同時に、太極拳大会の発展も急速に進んで

いる。日本の全国レベルの太極拳大会を表 1に示した。 

その中に、「全日本武術太極拳選手権大会」は民間で開催されている太極拳大会の中でも、

最も規模が大きく、早期に設立された大会であると認められている。そしてこの大会は日

本の太極拳運動の普及を推進し、日本における太極拳競技力を向上する役割を果たしてい

るといわれている（高,2004）。 

 一方、中国における太極拳運動の普及は政府と民間の力を合わせて発展してきた。1950

年代に、太極拳が国民健康増進をするためのスポーツ競技として、国家として本格的に太

極拳の普及を図ってきた。例えば、「簡化太極拳二十四式太極拳」の編成、太極拳運動に関

          表１ 日本全国レベル武術太極拳大会 

太極拳大会名称 開催時間     大会主催 

全日本武術太極拳選手権大会  1984年 公益社団法人日本武術太極拳連盟 

全日本武術太極拳競技大会 1990年 公益社団法人日本武術太極拳連盟 

JOC ジュニアオリンピックカップ

武術太極拳大会  

1993年 

 

公益社団法人日本武術太極拳連盟 

全国健康福祉祭太極拳交流大会  1993年 厚生労働省、開催都道府県及び政

令指定都市、長寿社会開発センタ

ー 

喜多方市太極拳フェスティバル 2003年 太極拳フェスティバル実行委員

会、喜多方市太極拳のまちづくり

推進委員会 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E9%81%93%E5%BA%9C%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E4%BB%A4%E6%8C%87%E5%AE%9A%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E4%BB%A4%E6%8C%87%E5%AE%9A%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%AF%BF%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%AF%BF%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC
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する条例の頒布、民間による太極拳の交流など様々な面から太極拳運動を支持した。国が

太極拳を大きく支持した理由としては、太極拳は単なる健康スポーツだけではなく、中国

の一つの伝統文化資源として認められているからである。例えば、2008 年オリンピック開

幕式での太極拳演武は、まさに中国が太極拳を利用し、中国伝統文化を世界に発信しよう

としたことが窺える。 

一方、中国国内におけるスポーツ産業の推進に伴い、中国政府はスポーツイベントへの

認識を高めている。近年、多くの地方政府は地域経済の発展を促すために、スポーツイベ

ントの招致を積極的に行っている。特に、太極拳は中国の伝統的かつ代表的なスポーツと

して地方政府も注目している。現在中国国内において開催されている国家レベルの太極拳

大会を表 2に示した。 

表 2 中国全国レベル武術太極拳大会 

太極拳大会名称 開催時間 大会主催 

中国邯鄲国際太極拳運動大

会 

 1991年 国家体育総局武術運動管理センター、中国

武術協会、邯鄲市人民政府、河北省体育局 

中国焦作国際太極拳交流大

会 

 1992年 国家体育総局武術運動管理センター、中国

武術協会、焦作市人民政府、河南省体育局 

世界太極拳健康大会   2001年 国家体育総局武術運動管理センター、中国

武術協会、浙江省体育局、杭州市萧山区人

民政府 

世界太極拳トーナメント  2014年 国際武術連合会、中国武術協会、成都市政

府、四川省政府 

全国武術太極拳オープンツ

アー 

 2014年 国家体育総局武術運動管理センター、中国

武術協会、江蘇省人民政府、徐州市人民政

府（2015） 



4 

 

これらの大会の中で、最も代表的なものは「中国焦作国際太極拳交流大会」である。中

国河南省・焦作市が毎回大会を開催しており、経済貿易商談会も行う慣例がある。2015 第

8 回大会開催期間中には、焦作市に位置する温県は 60 億元の文化資源に関する投資金を貰

い受け、地域の経済発展を促進した。また、靳（2006）によると、焦作市は太極拳大会の

開催を通じて、焦作市の都市イメージを向上させ、昔の「石炭都市2」のイメージから現在、

「観光都市」というイメージに変更したことを指摘している。 

第２節 本研究における問題の所在 

一方、スポーツイベントの開催効果について、Parent（2008）は近年大規模スポーツイ

ベントの開催がますます地域政治、文化、経済などのツールとして利用されていると指摘

した。政治ツールとは開催地の国際的知名度の向上及び政府の政策の宣伝、文化ツールと

は地域の伝統文化と価値観の増加、経済ツールとは当地の収入と就業の拡大のことを指す

(cf. Chappelet, 2000; Ritchie, 1984; Roche, 2000; Sack＆Johnson, 1996; Whitson and 

Macintosh, 1996)。原田（2002）は、スポーツイベントと地域活性化の相乗効果が期待さ

れ、大規模スポーツイベントの開催が、①スポーツ施設や、アクセス道路、公園などの関

連施設の整備による社 会資本の蓄積、②イベント参加者による宿泊や飲食物販による消費

の誘導効果、③大規模イベントのホ ストとなる都市住民の地域連帯感の向上、④そしてイ

ベント開催都市のイメージ向上効果といった４つの果実をもたらしてくれると提示した 

                                                   
2 かつては、焦作市における経済収入の一つ主流が石炭の生産であった。 
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しかしながら、スポーツイベント開催による、投資過大の問題、財政資源の欠乏、大会

開催効果の持続性などの問題も出ている。例えば、2008 年北京オリンピックによる資金投

入の過大化、開催後の施設活用についての様々な課題が取り上げられている。 

以上のように、スポーツイベントの開催によるメリットとデメリットに関して、いかに

合理的なスポーツイベント運営モデルを設立し、大会開催による正の効果を高めると同時

に、負の影響を収めるということはますます重要な課題になっている。 

一方、金・黒澤（2006）は、太極拳という運動は高齢化社会の健康維持・増進に有用で

あると検証してきた。そのため、太極拳大会の開催における社会効果がより期待できるの

ではないかと考えている。また、これまでのスポーツイベントに関する研究を見ると、殆

どの研究対象は大型競技スポーツを中心にし、研究内容はマーケティング、経済波及効果、

ツーリズム、スポンサー、政治効果などがメインである。太極拳大会のような伝統スポーツ

イベントへの関心が薄く、大会マネジメントへの検討は不足しているという課題がなされてい

ることにより、本研究は太極拳大会を対象として、太極拳大会における運営モデルを検討

していく。 

上記した「全日本武術太極拳選手権大会」と「中国焦作国際太極拳交流大会」は日本と

中国における太極拳大会の代表といえる。日本における大会は民間が主導するイベントで

あるが、中国の大会は政府が主導するイベントである。したがって、民間と政府という二

つの異なる運営モデルの下に、本研究はこの 2 つの大会マネジメント手法を分析し、それ
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ぞれの特徴をまとめて、比較することは、今後の大会運営に対し、より合理的な大会運営

モデルを提案することができると考える。 

したがって、本研究は「全日本武術太極拳選手権大会」と「中国焦作国際太極拳交流大

会」という 2つの大会に焦点を当て、大会におけるマネジメント手法を探索していく。 

第３節 スポーツイベントにおけるステークホルダー研究の重要性について 

まず、本研究において、スポーツイベントのマネジメントを分析する場合に、何が重要

な視点であるかについて議論していきたい。 

スポーツイベントの開催過程には多くの部門が関わりを持っている、これらの部門の行

動によりイベントの開催に影響が生じないと断言はできないだろう。例えば、2008－09 年

グローバル金融危機の影響を受け、トヨタとホンダが 2010に F1大会を撤退した。また Xue

＆Mason（2011）は、イベントに関わる政治環境及び主催者などの変更により、イベントの

運営に悪い影響をもたらし、イベント自体が苦しい経営状態に陥ってしまう可能性がある

と指摘している。日本の場合では、2014年 11月に日本プロバスケットボールに対し、国際

連盟（ＦＩＢＡ）が無期限の資格停止処分を下した。また、2020 年東京オリンピックにお

ける国立競技場の設立問題について、各関係部門の意見が合意できず、白紙撤回になった。

これらの問題には、スポーツイベントや試合の達がスポーツに関わる各環境の変化及び各

部門の利害関係を十分に認識していないことが大きな原因であると考えられている。した

がって、スポーツイベントにおける各段階のマネジメントをうまく進めるために、大きな
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課題として言及しなければならないのは「プロジェクトマネジメント」の考え方であると

思われる。 

「プロジェクト」とは、NASA（アメリカ航空宇宙局）によれば「相互に関連するタスク

から構成され、多くの組織が参画して実施される 3 年以下程度の期間の活動」となってい

る。また、アメリカの非営利団体プロジェクトマネジメント協会（PMI＝Project Management 

Institute）では、「独自の成果物、またはサービスを創出するための期限のある活動」と

している。スポーツイベントの開催が計画段階、実施計画段階、イベント開始段階、終了

段階という 4つの段階を分けることができる（Burbank et al.,2001;Yarbrough,2000）。ス

ポーツイベントもひとつの「プロジェクト」であることは間違いない。プロジェクトマネ

ジメントが必要とされている基礎知識を整理すれば、5つの基本的な過程と 9つの知識領域

に分類することができる（図 1）。 

  

図１ ピンボックガイドでのプロセス群と知識エリアのイメージ 

「出典：PMI（Project Management Institute）日本支部ホームページ」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E8%88%AA%E7%A9%BA%E5%AE%87%E5%AE%99%E5%B1%80
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表３ ピンボック５個のプロセス群 

プロセス群 イベント制作のプロセス 各段階に関わるメンバー 

①   プロジェクトの立ち上       

げ 

企画段階：企画開発、組

織結成等 

行政、観光関係者、体育関

係者、地域の支援団体、ス

ポーツ競技団体、スポーツ

メーカーなど 

②   プロジェクトの計画 計画段階：基本計画、政

策準備など 

警察署、消防署、保健所、

道路管理主体等の各管理事

務所 

③   プロジェクトの実行 制作・実施段階：本番の

実施と運営など 

ボランティア、医療機関、

メディアカルセンター、

VIP、参加者、競技選手 
④  プロジェクトの関心 

コントロール 

制作・実施段階：推進チ

ェックと改善など 

⑤   プロジェクトの終結 収束段階：報告、組織解

散など 

関係各所（お礼の報告） 

出典 スポーツツーリズムハンドブック、第４章 89‐91ｐ 筆者一部修正。 

図１と表３に見るように、プロジェクトを進行する際に、プロジェクト自体が様々な関

連部門と関わりを持っていることがわかる。これらの関連部門は組織団体、集団、或いは

個人のことであり、プロジェクトにおける中核組織の行動により影響する或いは影響され

るステークホルダー（利害関係者3）のことである（Freeman,1984）。そのため、プロジェク

トマネジメントの中に一つ重要な課題はステークホルダーマネジメントである。 

例えば、プロジェクトの中に、中核組織が行動と政策を取る時に、ステークホルダーの

賛成また反対することにより、プロジェクトは順調に進めるあるいは阻害されることにな

る（Brenner＆Cochran,1991）。スポーツイベントの分野では、Parent（2008）がスポーツ

                                                   
3 日本語の先行研究を参考し、「利害関係者」より「ステークホルダー」の方が圧倒的に多いので、本研究

はステークホルダーの名称を使う。 
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イベントにおける中核組織が大量の時間と金銭を掛けて、イベントに関わる多様な関連団

体との関係を維持することにより、必要な資源を獲得し、イベントの開催をより効率的に

行わせることを目指すと指摘している。ここでスポーツイベントにおける中核組織は大会

の組織委員会を指す。また、スポーツイベントにおけるステークホルダーの行動がイベン

トの成功に影響を与え、ステークホルダーとの関係を理解することがイベント経営者達に

とって、よりよい政策を出すための一つの手法であると考えられている（Xue＆Mason,2011）

したがって、スポーツイベントの経営側にとって、大会におけるステーホルダーとの関係

をいかに理解するかが今後のスポーツイベントの成功にとって重要となる。 

以上のように、スポーツイベントの開催にとって、イベントにかかわるすべてのステー

クホルダーを理解することはスポーツイベントマネジメント手法にとって重要な部分であ

る。そのため、本研究はステークホルダー分析の視点から大会の運営モデルの特徴を考察

していくことにする。 

第４節 研究目的 

本研究の目的はステークホルダー分析の視点から両大会のマネジメント手法とその特徴

を考察していく。 

具体的には、「全日本武術太極拳選手権大会」と「中国・焦作国際太極拳交流大会」に

おけるそれぞれのステークホルダーを把握し、比較分析を行い、比較分析の結果に基づい

て、2つの大会におけるマネジメント手法とその特徴を明らかにする。 



10 

 

第５節 研究デザイン 

本研究は、現在世界に太極拳運動が最も普及していると考えられる日本と中国の太極拳

大会を抽出し、ステークホルダーマネジメントの研究手法を使って、日中太極拳大会にお

ける事例比較研究を行う（comparative case study）。Eisenhardt（1989）はケース・スタ

ディ（事例研究）について、個別の状況におけるダイナミクスを理解するための有効なリ

サーチ戦略であり、ひとつのケースを対象とすることと複数のケースを取り上げることも

できるという利点があると指摘している。 

また、比較といえば、まず「何と」「何について 」そして「何のため」の比較かについ

て 3 つの問いに答えねばならない（伊藤,1971）。つまり、いずれの比較研究に関して、最

初に研究に関する「比較の対象」、「比較の内容」、「比較の意義」を定めらなければならな

いのである。 

第１項 「比較の対象」 

まず、本研究は日本の「全日本武術太極拳選手権大会」と中国の「中国焦作国際太極拳

交流大会」というスポーツイベントを事例対象として、比較を行う。 

 「全日本武術太極拳選手権大会」は日本武術太極拳連盟が主催し、東京都武術太極拳連

盟が主管する全国レベルの武術太極拳大会である。日本武術太極拳連盟の統計によると、

第 27 回から第 32 回（2010～2015 年）まで「全日本武術太極拳大会」における各大会の平

均参加者数は 1600名を超え、試合観戦者数は 3日間で約 2万人にのぼった。 
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 「中国焦作国際太極拳交流大会」は中国国家体育総局武術運動管理センター、中国協会、

河南省体育局、焦作市人民政府共同で主催し、焦作市体育局が主管する武術太極拳大会で

ある。現在、中国では一番レベルが高い太極拳大会と言われている（劉,2011；国,2011）。

そして、焦作市体育局の統計によると、2005年～2015 年の「中国焦作国際太極拳交流大会」

における大会平均参加者数は 3000人に上った（観戦者数の統計はない）。 

以上のように、異なる国の環境の下に、民間である連盟が主導する「全日本武術太極拳

選手権大会」と行政である体育局及び政府が主導する「中国焦作国際太極拳交流大会」が

本研究の事例対象である。 

第２項 「比較の内容」 

 本研究はまず日本と中国各大会の発展起源、開催目的、組織委員会構造及び大会課題の

面から比較を行う。そして、日本と中国各大会におけるステークホルダーを分析し、比較

を行う。 

第３項 「比較の意義」 

 本研究の位置づけはスポーツイベントにおける国際経営比較分野に入る。現在、企業間

における国際経営比較が盛んに行われてきている。その理由のひとつとして、「経営理念」

及び「経営手法」の一般性について経営学研究者からの疑問が取り上げられている。現在

スポーツ分野でも経営学を強調している一方、「経営理念」及び「経営手法」の一般性への

検討も必要になるのである。例えば、1984 年ロサンゼルスオリンピック大会が従来の赤字
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経営から黒字経営になったことが典型的に成功な事例だとすれば、果たして文化が異なる

諸各国でも通用できる事例であるかどうかという問題がある。実際に、1984 年のロサンゼ

ルス大会以降に儲かるというイメージが定着したオリンピックの開催であるが、開催都市

及び国への負担は大きいようである（松岡,2005）。これまで、過去最高の大会と評した 2000

年のシドニー大会でさえも，約 18億円の黒字報告の裏には，ニューサウスウェールズ州政

府からの 85 億円の緊急援助があった（須田, 2002）。また、2008 年北京オリンピックによ

る資金投入の過大化、開催後の施設活用についての様々な課題が取り上げられる。つまり、

スポーツ分野においても、経営理念及び経営手法の一般性も問わられる一方、国際経営比

較の重要性も強調される。 

以上のように、今後武術太極拳のグローバル化を展開している一方、武術太極拳大会に

おける国際経営比較の研究も要求されている。本研究の結果は今後異なる国における武術

大会の国際経営比較研究のための基礎的な理論と知識の構築に貢献することができる（学

術的意義）。 

 また、実践的な面として、比較経営の原点は国際の間における経営比較を行い、違う国、

地域の経営モデルを分析し、それらの相違点を見つけたうえで、お互いに勉強し、自らの

成長を促進させる。そのために、本研究を通じて、今後日本、中国、さらに国際レベルの

武術太極拳大会の開催について、実践的なアドバイスまた知識に貢献できるのであろう（実

践的な意義）。 
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第６節 論文の構成 

本章（第一章）では、日中太極拳運動の普及及び発展を提示したうえで、本論文を貫く

問題意識が記述され、本研究の目的を取り上げた。また、研究デザインを構築し、事例比

較研究に必要とする研究対象、研究内容、研究意義を述べた。 

第二章では、ステークホルダー分析に利用される基礎概念と本研究の目的に沿う先行研

究の整理がなされる。基礎概念の整理については、ステークホルダーの定義及びステーク

ホルダー分析方法に関して行う。先行研究については、本研究に沿うステークホルダー分

析理論を用いた先行研究を整理する。 

第三章では、本研究が使う研究理論の操作化方法、調査方法、分析方法を述べた。研究

理論の操作化方法について、解釈のしやすさを考慮して、研究理論に対する具体的な定義

を行う。調査方法としてドキュメント分析とインタビューの方法を述べた。分析方法とし

てデータの整理方法及びコード化を示した。 

第四章では、日、中太極拳大会における大会起源、開催目的、組織委員会構造及び大会

開催時点の課題を説明し、大会におけるそれぞれのステークホルダー分析結果を説明する。 

第五章では、それまでの議論が総括されたうえで、本研究のインプリケーションと今後

の研究課題を提示する。 
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第二章 先行研究 

第１節 ステークホルダーの概念 

ステークホルダー概念は,経営学の研究領域におけるFreemanに端を発し,経営学の研究

領域で広く伝播した概念である（記虎,2005）。また、これまでのステークホルダー研究に

関して、経営学の領域だけではなく、様々な領域において、ステークホルダーへの解釈と

定義が論者によって異なっている。 

Freeman（1984）は「ステークホルダーとは,ある組織体の目標の達成に影響を及ぼすあ

るいは影響をされる個人または集団のことである」と定義した。Freemanは、所有と経営が

分離された企業において、所有者、つまり株主重視の経営ではなく、広範なステークホル

ダーを積極的に認識した戦略経営モデルを提唱した（加藤・金井,2009）。   

そして、Alkhafaji（1989）は「ステークホルダーは企業の存続に関して直接的な利害を

持つ集団のことである」と定義し,さらに「もし彼らからの支持がなければ当該企業の存続

可能性が危険になる」とされている。また、Carroll＆Buchholtz（2003）はステークホル

ダーの定義は「組織が相互作用を持つまた相互依存する個人あるいは集団のことである」

とした。 

現在、「ステークホルダー」という言葉自体は経営学研究以外も引用され、様々な分野で
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用いられている。特に、第一章に述べたように、近年にはスポーツイベントの場面でも「ス

テークホルダー」を扱った研究が多く見られる。 

例えば、Parent＆Deephouse（2007）はスポーツイベントにおけるステークホルダーは、

具体的にイベントスタッフ、ボランティア、政府、スポンサー、ビジネスグループ、コミ

ュニティグループ、スポーツ組織、メディア、運動員代表団、ファングループのことであ

ると指摘した。 

 以上のように、ステークホルダーに関する定義が様々であり、ステークホルダー概念の

含意ないし定義は一義的に定まっていない（記虎,2005）。したがって、このような異なっ

た解釈によってステークホルダーの範囲や選定を抽出することが難しくなる。以上の理由

から、本研究においてはスポーツイベントに関連する先行研究を参考にしたうえで、「太極

拳大会におけるステークホルダーは、大会組織委員会及び大会に影響を与える個人、集団、

組織である」と定義する。 

第２節 本研究における分析理論 

本研究の目的に沿うため、異なる開催環境におけるステークホルダーの重要度を検討す

ることは大会の運営モデルをより理解しやすい方法であると考えられている。そして、こ

れはステークホルダーの「顕著性」を検討することによって成り立てる（Xue＆Mason,2011）。

Mitchell et al.（1997）は中核組織とステークホルダーとの関係を表すために、ステーク
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ホルダーの「顕著性」という概念を提示した。ステークホルダーの「顕著性」とは、マネ

ジャーが要望と目標が異なるステークホルダーに対し、優先順位付けを行う程度である。

そして、ステークホルダー分析方法の中に、 Mitchell et al.（1997）の理論が、実証的

レベルでステークホルダーの定義及び影響力を測定するための一つ有効な手法であると評

価されてきている（Friedman＆Mason,2004; Xue＆Mason,2011）。本研究では、Mitchell et 

al.（1997）が提示した枠組みを用いて、日中太極拳大会におけるステークホルダーの分析

を行う。 

Mitchell et al.（1997）の研究により、ステークホルダーの「顕著性」がパワー（Power）、

正当性(Legitimacy)、緊急性(Urgency)という三つの属性から構成されることが分かる。こ

れは、PLUフレームワークとして知られており、ステークホルダーの相対的な重要度を明ら

かにするための理論である（水村,2008）（図２）。そして、ステークホルダーの重要度は

三つの属性によって決められ、経営者達はステークホルダーが持つ属性によって優先順位

を付け、自身の資源を配分することになる（Xue＆Mason,2011）。 

 

図２ Mitchell et al.（1997）のステークホルダーの分類 
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このステークホルダーの三つの属性は、Mitchell et al.（1997）のまとめによれば次の

ように定義される(p.869)。パワーとは、AがBに対して働きかけを行ったことによって、A

が働きかけを行わなければBが取らなかっただろうと思われる何らかの行動をとった場合

の社会的なアクター間の関係である（Mitchell et al.,1997;島岡,2013）。そして、パワ

ーはさらに三つの類型に分けられる：強制型（暴力,脅威）、実用型（資源提供）、規範型

（シンボル資源）（Etzion ,1964）。正当性とは、ある主体の行動が,規範、価値観、信念、

及び定義により構築された社会システム内において、望ましい適切な、または適当である

ことについての一般的な認識や前提(p.57)である（Suchman,1995;Weber,1947）。さらに正

当性の観点は三つのレベルによって決められる：個人レベル、組織レベル、社会レベル

（Wood,1991）。緊急性とは、ステークホルダーが早急な対応を求める要求の程度を指して

いる（Mithcell et al.,1997;島岡,2013）。そして緊急性は2つの要素を含む：①時間的緊

急度（ステークホルダーにとって、自分の要請に対する経営側の対応は遅くなってはなら

ない）と②重要度（あるステークホルダーが中核組織に対する要請或いは関係はそのステ

ークホルダー自身にとってどれほど重要かの程度）である（Mithcell et al.,1997）。 
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表４ ステークホルダー顕著性 

            ○：属性ある ‐：属性ない 

さらに、ステークホルダーにおける３つの属性により、すべてのステークホルダーが表

４のように、３つのカテゴリ、８つの類型に分類される（Mithcell et al.,1997）。 

潜在的ステークホルダーにおける顕著性は低く、マネジャーあるいは政策者は彼らの関

心と要求への注意度は低い（Mitchell et al.,1997；Xue＆Mason,2011）。このようなステ

ークホルダーはさらに三つのクラスに分けることができる：属性がパワーだけの場合は、

正当性と緊急性がないため、パワーの行使は停止される状態であり、これは「休眠型」ス

テークホルダーとして認識される。正当性のみを有する場合、経営者がステークホルダー

との関係を構築するか否かは任意であるため、このようなステークホルダーは「裁量型」

ステークホルダー分類 パワー 正当性 緊急性 

 

潜在的 

１．休眠型 ○ ‐ ‐ 

２．裁量型 ‐ ○ ‐ 

３．要求型 ‐ ‐ ○ 

 

候補的 

４．支配型 ○ ○ ‐ 

５．危険 ○ ‐ ○ 

６．依存型 ‐ ○ ○ 

決定的 ７．決定型 ○ ○ ○ 

８.ノンステークホルダー ‐ ‐ ‐ 



19 

 

ステークホルダーと認識される。緊急性が高い場合は、ステークホルダーの要求が緊急で

あるが、パワーと正当性を持っていないため、組織に対するリスクは低いと考えられ、こ

のようなステークホルダーは「要求型」ステークホルダーと認識される。 

候補的ステークホルダーは中核組織に対する強力的な影響を持つが、決定的ステークホ

ルダーより1つの属性は足りない（Xue＆Mason,2011）。このようなステークホルダーも三

つのクラスに分けられる：パワーと正当性の両方があるステークホルダーは有力であり、

「支配型」ステークホルダーであると認識される。緊急性とパワーを併せ持つステークホ

ルダーは、強制的かつ暴力的かもしれない。なぜなら、強制力は正当性がない場合に行使

される場合が多いからである。したがって、このようなステークホルダーは「危険」と判

断される（島岡,2013）。正当性と緊急性がある場合は、ステークホルダー自身の意思を実

現するために、他者のパワーに依存する必要があるので、「依存型」ステークホルダーと

認識される。 

 最後に、決定的ステークホルダーは三つの属性を持ち、マネジャーの政策決定に最も影

響を及ぼすステークホルダーである（Xue＆Mason,2011）。このようなステークホルダーに

対し、経営者からの注意及び対応が他のステークホルダーより優先すべきであり、もし彼

らの要請を満たさなかった場合、事態は悪い状況に陥る可能性がある。そのため、決定的

ステークホルダーはマネジャーにとって、最も資源を配置されるべき対象である。 
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第３節 先行研究まとめ 

ステークホルダー研究の中でMitchellらの理論は、中核組織における利害関係者を分類

するためのツールである。Parent＆Deephouse（2007）はこれまでのPLU理論を引用した実

証的先行研究を３つの種類に定義し、それぞれの方法の利点と限界をまとめてきた： 

第１項 文献資料調査 

これらの文献資料の中にステークホルダーに関する先行研究も含む。そして、６つの研

究は文献資料調査の方法であった（ Coombs,1998;Driscoll＆ Starik,2004;Elias et 

al.,2002;Friedman＆Mason,2004;Jeurissen,2004;Ryan＆Schneider,2003)。例えば、Ryan

＆Schneid（2003）は法律や、過去の研究をデータベースとして、６つの異なる金融投資者

におけるパワー、正当性、緊急性の属性を分類した。また、Coombs（1998）とFriedman＆

Mason（2004）の研究はメディア材料、ウェブサイト、書籍などを利用した。これらの研究

方法はステークホルダーを分析するときに、随時組織内部に介入しなくてもデータを収集

することができるという利点がある。しかしながら、この方法を用いた研究は管理者の観

点を直接に触れることはない。PLU理論の中にマネジャーの観点の重要性を強調した。ステ

ークホルダー研究をする際に、管理者は誰に注意を払うのかということを明確しなければ

ならない。 
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第２項 質問紙調査 

ステークホルダーの属性を明らかにするために、質問紙を利用し、リッカート尺度で回

答を収集した先行研究は２つある(Agle et al.,1999;Buanes et al.,2004)。例えば、Buanes 

et al.(2004)は 27人の公務員に質問紙を配り、彼らはノーウェイ沿海組織に対する印象

を５段階で調査をした。しかし、質問紙調査法に関して、幾つかの限界がある。まず、質

問紙調査の時間段階が短いことである。Agle et al.(1999）の調査は会社のCEO達に最近

の１か月の間にあるステークホルダーを提示させた。また、事前にステークホルダーのリ

ストを質問紙の中に含めた場合、重要なステークホルダーと重要でない部門を混淆する可

能性がある。さらに、Agle et al.(1999）の研究はステークホルダー、社員、消費者にお

ける属性の顕著性の平均値はそれぞれ6.3、6.4、6.6であった。つまり、ステークホルダ

ーの分類は難しくなる。最後に、単一の調査法とデータの収集法には限界があるという弱

点である。 

第３項 オープンエンド・インタビュー 

このような方法を利用した研究は７つある（ Driscoll＆crombie,2001;Harvey＆

Schaefer,2001;Howard et al.,2003;Ijzerman et al.,2003;Jiang＆Bansal,2003;McDaniel

＆Miskel,2002;Winn＆Keller,2001）。例えば、Driscoll＆crombie（2001）は修道院にい

る6人のスタッフと会談し、文献資料を検証し、修道院の責任者一人に対し3時間のインタ
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ビューを行った。この方法はステークホルダーの関係をより深く理解することができるが、

理論の構築あるいは理論検証の面には限界があるという指摘があった。また、これらの研

究はステークホルダーの属性を判定する際に、具体的なコード化手法を提言していないが、

具体的なコード手順は研究の有効性また信頼性を高めるための一つの手法でもある。 
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第三章 研究方法 

第１節 方法設定 

先行研究において検討した研究方法は、いずれにしても利点と限界があるが、本研究で

は各研究方法の長所を融合し、分析を行う。Mithcell ら理論はステークホルダーの 3 つの

属性を提示し、ステークホルダーの重要性を 3 つの属性によって決めるが、同時にステー

クホルダー研究に関して管理層の観点の重要性も強調している。 

Parent＆Deephouse（2007）はステークホルダーの属性を分析する際に、管理者個人の観

点は分析データとして研究に役立つと指摘した。そのため、本研究の方法として文献資料

調査及びインタビュー調査両方を行い、質的データの収集を行う。この方法の利点として、

継続的にデータの収集と調査が出来かつ太極拳大会の管理者に対するインタビューを通じ

て、管理者の観点を入れることも出来、ステークホルダーと中核組織の関係をより深く理

解することが出来るのである。 

さらに、重要なことはステークホルダーの選定である。これまでの研究において、ステ

ークホルダーを選択するのは現場の管理者ではなく、研究者自分での考えによって選択を

行った（Parent＆Deephouse,2007）。そのため、この方法を用いて現場の管理者が実際に

どのようなステークホルダーを重視しているのかを明らかにする。したがって、本研究に

おけるデータ収集のための調査は、予備調査と本調査の 2 つに分けて、予備調査の段階で
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大会に関わるステークホルダーの情報を取集し、仮のステークホルダーリストを作成する。

その後、本調査においてインタビューを行う際に、大会の管理者との相談を行い、重要あ

るいはそれほど重要ではないステークホルダーを選定し、予備調査によって作成した仮の

リストを精査する。この方法を通じて、大会に関わるステークホルダーリストをより正確

に確定することができ、研究者の観点だけに頼らない利点がある。 

第２節 属性概念の操作化方法 

本研究の操作化方法は 3 つの先行研究を参考にした（Friedman＆Mason,2004；Parent＆

Deephouse,2007；Xue＆Mason,2011）。これらの先行研究はスポーツ大会及びスポーツ施設

に関するステークホルダーの分析を行うために、Mitchell らの理論と枠組みを使った研究

である。そして、本研究はスポーツイベントを対象として分析するため、太極拳大会にお

ける組織委員会は中核組織として相応しいのである。その理由は、大会の組織委員会が大

会運営の核心部門であり、全体的に大会を統括する部門であるためである。そして、属性

概念操作化方法の有効性を高めるため、スポーツビジネスを専門とする教授 2 名、助手 1

名、大学院生 7名で操作化の方法を検討し、最後に修正を行った結果は以下のように示す： 

まず、パワーについて、先行研究を参考したうえに、本研究におけるパワーは太極拳大

会組織委員会の行動また大会の開催結果に影響を与える権力であると定義する。そして、

パワーには「強制型」、「実用型」、「規範型」という三つの類型がある。「強制型」パ
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ワーとは、暴力あるいは暴力制裁による脅威、脅迫などを与える能力を指す。「実用型」

パワーとは、もの、金を提供する能力である。「規範型」パワーとは、シンボル資源（名

前、権威など）を利用する能力を指す。本研究はスポーツ領域における先行研究を参考に

したうえで、パワーの具体的な操作化方法を表５のようにまとめた： 

表５ パワーの操作化方法 

【パワー】  

太極拳大会組織委員会の行動また大会の開催結果に影響を与える権力であると定義する          

強制型 大会組織委員会あるいは大会の開催に影響を及ぼす脅威、暴力のことを指す                                        

（Xue＆Mason,2011） 

実用型 技術提供、政策補助、資金援助、報告宣伝、人力提供を含む 

              （Parent＆Deephouse,2007；Xue＆Mason,2011） 

規範型 大会主催権、大会命名権、大会権威、試合ルール、大会規則、協議、選手出

場決定権、大会スタッフ選択権、代表として国際組織とコンタクトすること

を指す                  （Parent＆Deephouse,2007） 
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正当性の判定は個人的観点、組織的観点、社会的観点という三つのレベルによって決め

るため、本研究は先行研究を参考したうえで、表６のようにまとめた： 

表６ 正当性の操作化方法 

【正当性】  

ある主体の行動が,規範、価値観、信念、及び定義により構築された社会システム内にお

いて、望ましい適切な、または適当であることについての一般的な認識や前提(p.57)で

ある                         （Suchman,1995;Weber,1947）          

個人的 管理者の観点による正当性の有無 

                     （Parent＆Deephouse,2007） 

組織的 ステークホルダーと組織委員会における公式契約の有無 

                         （Xue＆Mason,2011） 

社会的 大会に関連する前提で、行政部門あるいは法律を象徴する部門か否か 

                        (Xue&Mason,2011) 

 緊急性は「時間的緊急度」と「重要度」二つの要因が含まれる。「時間的緊急度」とは

あるステークホルダーにとって、自分の要請に対する経営側の対応が遅れてはならない程

度である。「重要度」とは、あるステークホルダーの要請がそのステークホルダー自身に

とってどれほど重要かといった程度である（Mitchell et al.,1997）。そのため、本研究

は「時間的緊急度」の判断基準は、ステークホルダーの要求が大会期間中なのか否かで決

定する。「重要度」の操作化方法は大会組織委員会に対するあるステークホルダーの要請

があり、この要請を達成するためにステークホルダーが再生できない資源（金、時間、リ
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ーダシップ、政治資源）を使用し、リスクを掛けたことである（表７）。Mitchell らの理

論により、「時間的緊急度」及び「重要度」二つの要因が揃えば、緊急性の属性は出現す

るので、本研究緊急性の属性を出現する条件として、二つの要因全部満たす場合に限定す

る。 

表７ 緊急性の操作化方法 

【緊急性】 

ステークホルダーが早急な対応を求める要求の程度を指している 

（Mithcell et al.,1997;島岡,2013）    

時間的緊急度 ステークホルダーの要請が大会期間中に限定する否か 

                                              （Xue＆Mason,2011） 

重要度 大会組織委員会に対するあるステークホルダーの要請があり、この要請

を達成するためにステークホルダーが再生できない資源（金、時間、リ

ーダシップ、政治資源）を使用し、リスクを掛けたことがあるかどうか                              

（Friedman＆Mason,2004） 
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第３節 データ取集方法 

 本研究データの収集は文献資料調査及び半構造化インタビュー調査で行う。文献資料は

大会運営マニュアル、大会運営ノート、大会要項、学術論文、新聞記事、ウェブ情報、機

関雑誌、観察ノートを含む。インタビュー調査は事前にインタビュイーの許可をもらって

から行った。すべてデータの収集は具体的に予備調査（表８）と本調査（表９）二つの段

階で行った。 

表８ 予備調査の概要 

予備調査―日本                   調査時間：2015.7.10‐12      

インタビュイー             

１人 

職務：日本武術連盟常務理事  

立場：大会運営責任者 

資料収集 第 32回全日本武術太極拳選手権大会の大会

要項 

予備調査はインタビュー調査対象及びステークホルダーリストを確認するために行われ

た。本調査は文献資料、ウェブ情報の収集及びインタビュー調査を行った。インタビュー

質問項目は Parent＆Deephouse（2007）の研究を参考にして作成した。そして、質問項目の

設定は質的研究調査の基準に沿い、「誰が」、「どのように」、「なぜ」、「どうやって」などの

用語を使い、研究者からのコントロール可能性はできる限り削減し、すべての情報がイン

タビュイーから聞き出せた。そして、具体的なインタビューの質問項目は参考文献の後に

予備調査―中国                   調査時間：2014.8.25‐27 

インタビュイー             

1人 

職務：焦作市体育局競技科副科長 

立場：大会運営スタッフ及び大会の対外連絡

者 

資料収集 中国焦作国際太極拳交流大会における大会

要項（第３、５、６、７回）、大会運営ノー

ト及び大会統計資料（第５，６，７回）、焦

作市観光局に関連する契約書、大会運営マニ

ュアル 
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掲載する。 

表９ 本調査詳細 

本調査―日本                      調査時間：2015.7.31 

インタビュイー           

１人 

職務：日本武術連盟常務理事 

立場：大会運営責任者 

資料取集 大会運営マニュアル、審判業務マニュアル、

武術連盟機関誌、日本連盟ホームページ、

ウェブ情報(ウェブ情報収集期間 2015.7‐

10) 

また、本調査におけるインタビューの手順は、まずインタビュイーにステークホルダー・

リストを確認させ、必要また不必要なステークホルダーの添削作業を行った。その後、イ

ンタビュイーの許可をもらい、すべてのインタビュー過程を録音した。各インタビューは 2

人の調査者で行った。そして、インタビューを終了した後、同日に録音した音声を文字化

した。 

本調査―中国                      調査時間：2015.8.21 

インタビュイー              

２人 

職務：焦作市体育局副局長    

立場：大会運営総担当        

職務：焦作日報記者 

立場：大会開催期間の報道 

資料取集 中国焦作国際太極拳交流大会における大会

要項（第８回）大会運営マニュアル、運営

ノート、学術論文、ウェブ情報(ウェブ情報

収集期間 2015.7‐11) 
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第４節 データ分析方法 

第１項 データ整理 

質的研究をする際に、コンピュータソフトを利用するメリットは、記録の複雑さやコン

テクストを失うことなく、多様で厄介な記録をまとめて保管することが出来、素早くアク

セスできることであるだけでなく、データのタイプやタイミング、ソース、そして研究者

の考えと解釈についての情報も保管することもできる [L.リチャーズ（著）大谷順子・大

杉卓三（訳）, 2009]。そして現在、Nvivo というソフトウェアは質的研究を行う際に、大

量なデータ管理及び分類するための一つ有効なツールであると見なされている（Bazeley et 

al., 2013）。そのため、本研究はデータの取り扱いに関して、Nvivo10 ソフトウェアを利

用し、収集したデータの管理及び分類をした（表 10、表 11）。この方法を利用したメリッ

トとしては、欲しい情報を確認したい際に、すぐ検索できることが非常に便利である。 

表 10 「全日本武術太極拳選手権大会」に関するデータ源 

参考資料—日本  参考数 

半構造化インタビュー 1 

大会観察ノート 1 

学術論文 2 

全日本武術連盟事業計画書と収支（2011－2015年度） 8 

スポーツ振興基金助成金関連情報 6 

ウェブ情報 17 

スタッフ運営業務マニュアル  1 

審判業務マニュアル 1 

大会要項 1 
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表 11 「中国・焦作国際太極拳交流大会」に関するデータ源 

参考資料—中国 参考数 

半構造化インタビュー 2 

大会観察ノート 1 

学術論文 6 

焦作市体育局における大会開催記録(第６、７、８回) 3 

焦作市政府と国家武術運動管理センター契約備忘録 1 

焦作市体育局 2013-2015年度公開予算 3 

ウェブ情報 20 

焦作市体育局年度ワークスケージュル  3 

大会要項 3 

そして、本研究の焦点は日・中太極拳大会におけるステークホルダーの異同を比較する

ので、ステークホルダーを分析するためのデータを比較的新しい、同年代の資料を用いる

ことにした。また、本研究においては、限定的ではあるが大会経営歴史の観点から、考察

の段階で昔から大会に起きた大きな変化を俯瞰し、マクロ環境とステークホルダーの違い

を探索していきたい。 
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第２項 コーディング 

本研究は文献資料データ及びインタビューを中心とする質的な研究であり、分析段階に

おける研究の信頼性をいかに高めるかが重要である。本研究はデュアルコーディング方法

（Crabtree＆Miller,1999；Bryman,2003;Kvale＆Brinkmann,2009）を利用した。この方法

を通じて、本研究におけるコーディングプロセスの相対的な有効性と信頼性を高めること

ができる。具体的な方法は、例えば「全日本武術太極拳選手権大会」に関するすべてのデ

ータ分析は、スポーツ科学研究科の大学院生二人で研究ペアを組んで、先ず本研究のステ

ークホルダー分析理論を共有し、議論した。その後、収集したすべてのデータを事前に作

成した操作化方法に沿い、各自で予めデータをコード化した。そして、分析したコード化

結果を内容の面と数量の面で比較した。もし異なる意見が出た場合に、二人のペアが合意

するまで議論を行ったが、どうしても合意できない項目があれば、そのコードを削除した。

また、「中国焦作国際太極拳交流大会」の分析はスポーツ科学研究科大学院生の 2 人の中

国人留学生が行った。そして、読みミスを防ぐために、すべてのデータを二回に読んだ。

最後に、研究の信頼性をさらに高めるために、得られた結果は操作化方法を定めた時と同

じように、スポーツビジネスを専攻とする教員・助手 3 名、大学院生 7 人で検討をし、確

認を行った。 

 コード化した結果は表 12、13のように示す。そして、スポーツイベントの場合では、強

https://scholar.google.co.jp/citations?user=tr22eC0AAAAJ&hl=ja&oi=sra
https://scholar.google.co.jp/citations?user=FOYKk-4AAAAJ&hl=ja&oi=sra


33 

 

制型パワーとは、大会に暴力的な行動また脅威を与えるなど、テロリストまた不礼儀なフ

ァンが持つ属性であるが、Xue＆Mason（2011）も指摘しているように、強制型パワーはあ

まり出現しない属性であり、本研究対象として 2 つの大会はこのようなステークホルダー

は存在しないので、強制型パワーを削除した。また、個人的な観点からの正当性について、

実際にインタビューした時に、正当性に対する回答はすべてのステークホルダーは正当性

を持つとなった。しかも、本研究は日中比較を焦点に絞ったので、より比較しやすい手法

を考えた結果、本研究においては、ステークホルダーの正当性はステークホルダーと中核

組織との関係（組織的）とステークホルダーが社会との関係（社会的）という 2 つの基準

から判断した。 

表 12 「全日本武術太極拳選手権」コード化記録 

ステークホルダー属性 文献資料引用数 インタビュー引用数 

 強制型 ‐ ‐ 

パワー 実用型 6 21 

 規範型 5 12 

 個人的 1 1 

正当性 組織的 6 8 

 社会的 4 6 

緊急性 時間的緊急度 4 11 

 重要度 3 10 

 

表 13 「中国・焦作国際太極拳交流大会」コード化記録 

ステークホルダー属性 文献資料引用数 インタビュー引用数 

 強制型 ‐ ‐ 

パワー 実用型 20 4 
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 規範型 16 2 

 個人的 1 1 

正当性 組織的 8 3 

 社会的 10 4 

緊急性 時間的緊急度 4 2 

 重要度 12 5 

コードの詳細について、表 14、表 15のように示す。例えば、NHK放送局は「全日本武術

太極拳選手権大会」における試合の風景を NHK BS1 で放送を行うことは大会の宣伝と見な

され、NHK放送はこれにより、実用型パワーを持つと判断した。また規範型パワーとは、例

えば、日本武術太極拳連盟は審判組織委員会を設立し、大会における審判員を全国から選

定し、大会に派遣することは規範型パワーを持つと見做す。正当性ついて、例えば大会の

主催者である日本武術太極拳連盟は組織的な正当性を持つと見做す。東京都は行政部門で

あり、大会を後援することは組織的正当性と社会的正当性を持つ。最後の緊急性について、

例えば大会参加選手は大会を出演する要請を満たすため、時間と金を使い、大会開催期間

中に試合を参加したことは時間的緊急度と重要度両方があり、緊急性があると見做す。そ

して中国の場合も同じロジックで分析を行った。 

表 14 「全日本武術太極拳選手権大会」のコード詳細 

属性 要因 コード 

 強制型 ― 

パワー 実用型 スポンサー料、業務システム管理、怪我対応、運輸サービ

ス提供、施設提供、テレビ放送、新聞記事、取材、成績公

表、大会優勝賞品、チケット、試合参加費、 

 規範型 審判選抜、選手予選、試合ルールの選定、大会主催権、国

際組織への加盟、名前を借りる、大会権威象徴、契約、代 



35 

 

  表派遣 

 個人的 ― 

正当性 組織的 契約書、主催、会員、管轄、友好提携、統括、後援、加盟 

 社会的 行政部門 

緊急性 時間的緊急性 大会開催する時、大会への出演要求 

 重要度 大会への参加、大会への協力、大会に関心を持つ、よくや

ってもらえる、ブランド価値向上、太極拳運動の普及、大

会を主催する、大会の取材、選手の応援、スポーツ業界を

支える 

 

 

表 15 「中国・焦作国際太極拳交流大会」のコード詳細 

属性 要因 コード 

 強制型 ― 

パワー 実用型 大会宣伝、メディア招待、ボランティア応募、交通費、宿

泊費及び労務費の提供、試合参加費、政府条例及び公共政

策、新聞報道、財政支出、スポンサー料、招待状を配布す

る、大会スタッフの提供、開・閉幕式の演出、大会情報発

信、大会施設整備、観光・交通サービス提供、技術支持 

 規範型 審判派遣と抽出、試合ルールの設定、大会規程、大会主催

権、大会命名権、国際組織を招待する、名前を借りる、大

会規格の上昇、大会昇格、大会協議、政策公布 

 個人的 ― 

正当性 組織的 主催、引き受け者、契約書、政府管轄、提携、大会開・閉

幕式応援団体、スポンサーシップ、観戦チケット購入 

 社会的 行政部門、政府、中共中央機関誌 

緊急性 時間的緊急性 大会期間、大会進行期間 

 重要度 太極拳事業を熱中する、主動的且つ積極的に参加する、ブ

ランド構築、知名度向上、都市イメージ構築、経済モデル

転換を主要な任務にする、高度に重視する、中心任務、大

会の質への要求、強力に支持する 
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第四章 分析結果 

第１節 「全日本武術太極拳選手権大会」について 

第１項 「全日本武術太極拳選手権大会」の起源 

20世紀 70年代には、日本と中国各地の間で民間交流が盛んになり、日本の太極拳愛好者

が中国各地を訪れ、また、日本各地に中国から太極拳指導者を招いて技術を習得する活動

が盛んに行われるようになった4。その後太極拳に健康効果の宣伝及び中国ブームの影響に

より、日本における太極拳愛好者が増加していた。 

そして、日本全国における武術太極拳愛好者の増加に伴い、愛好者同士が交流をするた

めのイベントが各地で開催された。1984 年日中友好協会が大阪府立体育館で主催した「全

日本太極拳・中国武術表演大会」が開かれ、これは現在の「全日本武術太極拳選手権大会」

の前身であり、これにより日本全国レベルの武術太極拳大会の幕も開かれた。 

1987年 4月に、全国各地にある太極拳団体 48団体が東京都に集まり、日本武術太極拳連

盟の設立総会が開かれた。これにより、日本における全国レベルの武術太極拳団体が作ら

れた。そして同年、日本連盟が成立した後、日本全国における武術太極拳の競技力の向上

に向け、1987 年の第四回で「全日本武術太極拳・中国武術表演大会」の名称は「全日本武

術太極拳選手権大会」に変更した。その後、毎年の大会は東京都で行われ、今年 2015年ま

で大会の第 32回目を迎えることとなった。 

                                                   
4日本連盟の歩み   「日本体育協会・日本オリンピック委員会１００年史」 
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2015 年現在、「全日本武術太極拳選手権大会」は日本武術太極拳連盟が主催し、東京都

武術太極拳連盟が主管する日本全国レベルの武術太極拳大会である。そして、大会開催地

は東京都にある東京都体育館であり、大会は毎年の 7 月中旬に三日間で開催されている。

また、大会参加者は日本武術太極拳連盟加盟団体に所属する会員に限られるだけではなく、

予選制度により大会参加者は都道府県連盟の抽選によって決める。今年第 32回の試合項目

には 37項目が含まれ、参加者数はおおよそ 1760人であった。 

第２項 大会中核組織 

「全日本武術太極拳選手権大会」における大会組織委員会は大会の中核組織であり、具

体的に大会事務局、大会審判委員会と選手競技委員会の三つの部門から構成される。大会

事務局は大会運営自体に関する業務を行う部門であり、さらに大会事務局は「放送、競技

進行、大会記録、表彰、表彰進行、会場整備、警備、受付、入場券販売、救護、接待、本

部付、スコアボード、プラカード、事務局員、TV 解説、大会医師派遣、技術支援」など合

計 18の部門に分けられる。大会審判委員会というのは日本武術太極拳連盟にある審判専門

家のグループであり、大会におけるすべての審判を選定する部門である。選手競技委員会

は日本の選手代表を選出し、国際武術大会を参加させるために、競技レベルが高い選手を

選定し、抽出する。そして、大会組織委員会は大会医師派遣及び技術支援以外に、すべて

のスタッフは日本武術太極拳連盟に所属する会員である。 
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第３項 大会開催時点の課題 

大会に関するインタビュー調査を通じて、大会開催時点「全日本武術太極拳選手権大会」

にある一つの課題は、いかにより多くの武術太極拳愛好者が練習している試合種目を大会

でやることが出来るかということである。高（2004）の研究によると、20世紀 90年代から、

大会における太極拳の実施項目の増加と年齢層の細分化により、大会参加選手は 2000人に

達し、大会運営は飽和の状態になった。そのため、1994 年の大会で、24 式太極拳に対し、

都道府県加盟団体には「予選制度」が導入された。その後、日本武術太極拳連盟における

会員数の拡大により、1998 年にすべての太極拳実施項目は「予選制度」が導入された。「予

選制度」の実施により、試合参加者の人数は制約され、都道府県連盟にいる審判チームの

育成及び業務水準の向上に役立つことだけではなく、より競技レベルの高い選手を抽出す

ることもできる。しかしながら、インタビュイーは「予選をあまり絞ってしまうと、皆大

会に出たいのに、出られないということになってしまう」5という課題を表明した。つまり、

「予選制度」による日本選手の競技力を追及する一方、いかにより多くの武術太極拳愛好

者のニーズを満たすかということが、今後の大会にとって重要な課題となっている。 

そして、もう一つの課題としてはスポンサーの招致であるが、詳細はステークホルダー

マッピングのところで述べる。 

                                                   
5 インタビュイー：日本武術太極拳連盟 常務理事 場所：日本武術太極拳連盟事務局 2015.7.30 
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第４項 まとめ 

「全日本武術太極拳選手権大会」は、当初武術太極拳愛好者たちの交流を促すために開催

されたが、その後日本全国における武術太極拳愛好者の増加により、大会開催目的は日本

武術太極拳競技力向上の面も加えた。そして大会組織委員会は大会事務局、大会審判委員

会と選手競技委員会三つの部門から構成される。その中の運営スタッフはすべて日本連盟

に所属する会員である。そして現在大会における課題として、試合予選制度の課題とスポ

ンサーの獲得という 2つの面がある。
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第２節 「全日本武術太極拳選手権大会」におけるステークホルダー分析 

 

実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度

日本武術太極拳連盟
大会開催する資
源の提供、情報

発信

審判、選手、試合
ルールの選定、日
本太極拳業界の代

表者

大会主催者 　　 大会期間 大会の開催 決定型

都道府県連盟

大会分担金、試
合参加費、大会
スタッフ、審判の

提供

選手の推薦
大会を構成する

部門
大会期間

会員競技レベ
ルの向上

決定型

NHK（日本放送協会）
放送権料、大会

宣伝
テレビの放送規制 大会後援部門 大会期間 大会取材 決定型

新聞社
大会情報発信、
選出成績報道

大会後援部門 大会期間 大会取材 決定型

太極パートナーズ
サービス、商品、
スポンサー料の

提供
スポンサー 大会期間

自社ブランド
の向上

決定型

大会観戦者 チケット収入源 大会消費者 大会期間 選手の応援 決定型

大会技術支援及び医療派
遣部

大会のシステム
運営、大会期間
の怪我対応

ビジネス関係 大会期間
売上収入を拡
大する

決定型

笹川スポーツ財団
スポンサー料の

提供
大会後援部門

日本スポーツ
界を支援する

支配型

文部科学省 大会権威を高める 大会後援部門 行政部門 支配型
東京都 大会権威を高める 大会後援部門 行政部門 支配型
アジア武術連盟 大会権威を高める 大会後援部門 支配型
スポーツ統括団体（日本
体育協会、日本オリンピッ
ク委員会）

大会権威を高める 大会後援部門 支配型

日中友好協会 賛助会員 裁量型

類型

「全日本武術太極拳選手権大会」におけるステークホルダーマッピング

ステークホルダー
パワー 正当性 緊急性
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第１項 決定型ステークホルダー 

日本武術太極拳連盟は決定型ステークホルダーである。1987 年（昭和 62）年 4 月 26 日

に東京都内で、日本武術太極拳連盟は、全国各地の太極拳普及団体 48団体が設立総会に参

加したことにより設立された。そして、1988 年（昭和 63）年 12 月に日本連盟が文部省競

技スポーツ課を主務官庁とする社団法人に許可された。続いて、1990年（平成２）年 10月

に日本オリンピック委員会に加盟し、翌 1991（平成３）年 3 月に日本体育協会に加盟を果

たした6。現在、47 都道府県連盟が所属し、日本連盟がこれらの連盟を通じて、全国的な活

動を行っているである。 

そして、全国大会である「全日本武術太極拳選手権大会」の開催に対し、日本連盟が中

心的な役割を担っている。「公益社団法人日本武術太極拳連盟定款」によると、日本連盟の

目的は、日本における武術太極拳界を統括し、代表団体とし武術太極拳の普及進行を図る

ことである。また、日本連盟の事業内容は①武術太極拳の日本選手権大会、その他の競技

会の開催、②武術太極拳の国際競技大会代表選手の選考及び派遣、③日本武術太極拳界を

代表し、武術太極拳に関する国際競技団体に加盟し、国際交流を推進することなどがある

ので、緊急性及び組織の正当性が認められる。規範型また実用型パワーとして、日本連盟

が国際競技ルールの施行及び大会規則の定めについて責任を持ち、毎年の 1 月中旬に、日

本連盟から大会の開催要綱を各加盟連盟に通知し、各連盟における参加者代表を応募する。

また、連盟にいる専門家達が大会の管理職を務め、大会全体の運営を管理する。大会にお

ける審判と選手について、日本連盟がそれぞれに審判委員会と選手競技委員会を設立し、

大会の審判の選出派遣及び日本代表の選出を行っている。また、日本連盟が「全日本武術

太極拳選手権大会」の運営をするために、大会事務局を設立し、すべての大会業務を主管

としての東京都武術太極拳連盟に依頼する。そして、大会事務局にある具体的な部門は東

京都連盟に所属する各区レベルの武術太極拳連盟や団体に任せる。大会を開催するための

                                                   
6 日本武術太極拳連盟歩み 
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外部組織との連携は、例えば行政部門からの許可申請、スポンサーの獲得及び協会とのや

り取りなどは、すべて日本連盟が担当することになり、これは実用型パワーを有している

と見なすことができる。 

日本連盟に所属する都道府県加盟団体は、決定型ステークホルダーであり、大会にとっ

て重要な部分である。実用型パワーとして、毎年の「全日本武術太極拳選手権大会開催要

綱」によると、大会参加団体として出場選手，チームを推薦できる条件は日本連盟加盟団

体で，一口 5 万円・一口以上の大会分担金を納付する団体という前提である。さらに、加

盟団体が大会の出場選手あるいはチームを推薦し、選ばれた選手達が個人競技あるいは団

体競技によって、異なる金額で大会参加費を大会運営委員会に交付する。また、大会運営

スタッフ及び審判がすべて都道府県加盟団体にいる会員なので、大会開催する際に必要な

人力を確保することができる。緊急性として、大会開催期間中における選手達への質問を

通じて、彼らが普段練習した結果を大会で披露したいということがわかった。また、加盟

団体の面を見ると、大会要項にある「加盟団体紹介」が記載しているように、団体が積極

的に各レベルの武術太極拳大会に参加し、所属会員のレベルアップと交流を促し、今後太

極拳の普及に努めて行きたいと考えていることが分かる。 

NHK（日本放送協会）は決定型ステークホルダーであり、大会のテレビ放送を担当する部

門である。NHKは「日本の公共放送を担う事業者であり、日本の放送法に基づいて設立され

た放送事業を行う特殊法人であり、総務省（旧・郵政省）が所管している7。そして、NHK

について、大会責任者へのインタビューが記載しているように： 

「大会責任者：普段あまり太極拳を見なかった人がこれ（大会）をご覧になれます…見に

行っても気が付かないけど、テレビで見てよくわかったという効果もあるんですね…」8 

である。つまり大会開催にとって、NHKの主要な役割は大会の宣伝及び太極拳知識の普及で

ある。また、NHKが大会運営側に放送権料を支払い、記者スタッフを派遣し、大会の取材を

                                                   
7 放送法第 16 条、日本放送協会定款第 1 条 
8 インタビュイー：日本武術太極拳連盟 常務理事 場所：日本武術太極拳連盟事務局 2015.7.30 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E5%85%B1%E6%94%BE%E9%80%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BE%E9%80%81%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%B9%E6%AE%8A%E6%B3%95%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E5%8B%99%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%B5%E6%94%BF%E7%9C%81
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行った。そして、NHKが持つもう一つのパワーとして、NHKの放送規制があるため、スポン

サーの商品の名前を映れないことはスポンサーへの影響を及ぼすパワーであり、これは規

範型パワーと見なすことができる。 

また、もう一つ大会宣伝の役割を担当するのは新聞社である。朝日新聞社と日刊スポー

ツ新聞社が大会の成績と優秀な選手の名前を載せ、大会の情報を発信する。そして、新聞

社２社の名が大会要綱また日本連盟ホームページの中に記載され、大会の後援部門である

ことから組織的正当性が確認された。また、今年は特別に武術太極拳が 2020年東京オリン

ピックの予選種目の中に入り、世間から沢山の注目度を集めているので、新聞メディアの

報道が多く、日本武術太極拳連盟及び「全日本武術太極拳選手権大会」の宣伝を促した。 

太極パートナーズは、年間を通して日本連盟が主催する各種の協議大会の協賛部門であ

り、大会にとって決定型ステークホルダーである。太極パートナーズとの連携は１年間契

約であり、2015 年の太極パートナーズはアシックス、島村運輸倉庫、SK、石塚左玄医食研

究所 4 社から構成される。そしてこれらの会社が大会への金銭的な支援以外、サービス及

び物資の提供もある。アシックスは、この中で最も連携期間が長く日本連盟と連携し、ス

ポンサー料以外に、割引商品及びスタッフ・ユニフォームを大会に提供している。島村運

輸倉庫も日本連盟と長く関係を作り、毎回、大会開催用のマットを送ったり、保管したり

している。SKと石塚左玄医食研究所は、2015年の新しいパートナーであり、スポンサー料

と大会の優勝商品を提供してくれる。日本連盟が協賛企業から金銭及びサービス、物質を

もらったことの代わりに、年間で連盟が主催する競技大会で協賛企業の広告宣伝、日本連

盟期間誌での広告、日本連盟ホームページ上でバナー広告などを行い、協賛会社のブラン

ドを高める。しかしながら、大会責任者へのインタビューを通じて、今後太極パートナー

ズの獲得は大会の発展にとって一番大きな課題であることがわかった。表 17を見れば、ア

シックスは日本連盟と毎年連携をする唯一の協賛企業である。継続的に日本連盟と連携で

きる協賛企業が少ない。そのため、現在「全日本武術太極拳選手権大会」の開催にとって
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は、協賛企業がまだ一つ不確定な要素である。また、大会責任者の話により、これまで大

会の協賛企業を獲得するための方法は人による紹介である。例えば、今年 2015年の協賛企

業の任務は日本連盟の専門理事が担当し、新しい協賛企業の 2 社を獲得した。しかしなが

ら、今年の協賛企業と連携するために、かなりの時間を費やした。もともと今年の計画は

協賛企業の申し込みは 5 月の締め切りだが、実際に新しい協賛企業の獲得ができたのはそ

の以降であった。現在日本には「全日本武術太極拳選手権大会」のような大会に出資でき

る企業は少なく、協賛企業の獲得は難しい。もう一つの例は、「ある会社は去年まであった

けど、自分の会社が自分の商品を開発する都合で、こちらの商品でお金を集中しなければ

ならないから、ということでお金を出せない」という理由もある。したがって、今後大会

の開催について、いかに協賛企業を獲得するか、また獲得した後はいかに継続的に連携関

係を維持していくかということが大会運営委員会にとって、かなり重要な課題である。 

表 17 「全日本武術太極拳選手権大会」における主要な協賛企業リスト 

「全日本武術太極拳選手権大会」 協賛企業 特別協賛企業 

第 25回 ミズノ、アシックス、大塚ベバレジ 日本航空 

第 26回 不明 日本航空 

第 27回  ミズノ、アシックス フコク生命 

第 28回 アシックス、フコク生命 無 

第 29回 アシックス、フコク生命 無 

第 30回 アシックス，明星食品，フコク生命，

カーシーカシマ，島村運輸倉庫 

無 

第 31回 アシックス，明星食品，日清シスコ，

島村運輸倉庫 

無 

第 32回 アシックス、島村運輸倉庫、SK、石

塚左玄医食研究所 

無 

 

大会観戦者が、観戦チケットを購入し、大会の収入に貢献する決定型ステークホルダー

である。今年第 32回「全日本武術太極拳選手権大会」の来場者が 3日間で 2万人を超えた。

観戦チケット代は一人 1000 円で、3 日間で大会におけるすべての試合を見られる。チケッ

ト購入は大会組織との一種の契約関係を結びつけるので、観戦者の正当性を認めることが

できる。そして、筆者が予備調査で大会現地における何人かの観戦者との交流から、ほと
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んどの観戦者が選手の家族、友人であり、選手を応援することが観戦の目的であることが

わかった。 

また、大会開催するときに欠けてはいけないのは、大会技術支援と大会医師派遣部門で

ある。これらの部門は大会にとって決定型ステークホルダーである。そして、それぞれの

スタッフはセイコータイムシステム株式会社と NPO 法人スポーツメディアカル協会から派

遣された。セイコータイムシステム会社の役割は大会期間中に選手の得点とコンピュータ

の管理などをすることだけではなく、日本連盟普段の事務局のシステム運営はシステム会

社に任せている。そして、医療派遣の主要な任務は大会開催期間中の怪我対応である。両

方とも利用費用を求め、日本連盟からお金を出している。そして、彼らと大会の関係はビ

ジネス的な関係であり、大会を通じて、収入を獲得するのは彼らの目的である。 

第２項 支配型ステークホルダー 

公益財団法人笹川スポーツ財団は「日本のあらゆるスポーツの普及、振興、育成を図り、

調査、研究、政策提言を行うことで、国民の心身の健全な発達と明るく豊かな国民生活の

形成に寄与することを目的とする」9団体で、スポンサーとして日本連盟の補助金も支出し

ているが、文献資料及びインタビュー結果に基づき、笹川スポーツ財団は特に「全日本武

術太極拳選手権大会」への要請は認められなかったので、本研究においては笹川スポーツ

財団における緊急性は出現していないとした。 

文部科学省は日本の行政機関の一つであり、文部科学省設置法 3条により、「教育の振興

及び生涯学習の推進を中核とした豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成、学術、スポ

ーツ及び文化の振興並びに科学技術の総合的な振興を図るとともに、宗教に関する行政事

務を適切に行うことを任務とする」政府機関である。そのため、文部科学省の社会的な正

当性は確保される。そして、「全日本武術太極拳選手権大会」は文部科学省の名を連ねるこ

とにより、グレードアップをさせ、権威がある大会になれる。そのため、文部科学省は大

                                                   
9 笹川スポーツ財団ホームページにより 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E6%B6%AF%E5%AD%A6%E7%BF%92
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%96%93%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%91%E5%AD%A6%E6%8A%80%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%8C%E6%94%BF
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会にとって規範型パワーを持つ部門であると考えられる。しかしながら、実際に行政部門

からの関与がほとんどなく、大会責任者の話により行政部門は大会に対し、「ただ名前だけ

をつけたんです」ということである。 

東京都は、東京都の域内における広域自治体の名称であり、ここでは東京都の域内にあ

る行政部門の通称と見なすことができる。そして、東京都は文部科学省と同じように、大

会運営委員会との連携により、「全日本武術太極拳選手権大会」に権威を与える。そして、

この権威をもらうことで、大会開催の場所としての東京体育館に関する使用料は半額にな

ることができる。しかしながら、これ以外は東京都と文部科学省が同じように、行政部門

として実際に大会に実質的な支援はなく、関与度が低い。 

アジア武術連盟は、アジア地域における武術運動を展開する国際的な組織である。そし

て、日本連盟がアジア武術連盟に加入し、毎年アジア武術連盟が開催する大会活動に参加

している。ここで「全日本武術太極拳選手権大会」はアジア武術連盟の名を連ねる目的は

大会の権威を高めることなので、アジア武術連盟の規範型パワーが認められた。 

ここでいうスポーツ統括団体は、日本体育協会と日本オリンピック委員会のことを指す。

この二つの組織が日本スポーツ界を全体的に統括する部門であり、日本スポーツ界にある

沢山のスポーツ団体にとって重要な存在である。そして、本文上記のように、日本連盟は

1990 年代初、日本オリンピック委員会及び日本体育協会の正式加盟団体になって発展して

きた。そのため、「全日本武術太極拳選手権大会」の権威を高めるために、毎年の開催要綱

の中に、日本体育協会と日本オリンピック委員会の名が後援団体として入る。そして実際

の調査結果は、大会権威以外に彼らとの連携ついて、大会責任者の観点は次のように反映

されている： 

「実際には彼ら（日本体育協会と日本オリンピック委員会）から何ももらっていません。

こういうこと（大会）をやっていますということを報告して、次の年にまた後援しますと

いうことです。もちろん、私たち自身の大会ですから、全体の組織をやる委員会ですから、

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%BA%83%E5%9F%9F%E8%87%AA%E6%B2%BB%E4%BD%93&action=edit&redlink=1


47 

 

こういう協会からこの具体的な活動に対して、何かやってもらうことは必要ないんです」10 

つまり、日本体育協会及び日本オリンピック委員会からの実質な支援はないことだけで

はなく、「全日本武術太極拳選手権大会」の主催者である日本連盟が大会活動について、日

本体育協会や日本オリンピック委員会への要求はほとんどないこともわかる。 

第３項 裁量型ステークホルダー 

 最後の日中友好協会は、日本連盟の賛助会員であり、組織的正当性を持つ団体である。

日中友好協会は日本連盟との関係は 20年前に日本国内における太極拳普及運動からわかる。

当時、太極拳運動は日本全国に普及していなかったので、日中友好協会を通じて、友好活

動の一環として日本と中国お互いに太極拳を勉強に行ったり、教えに来たりということを

していた。そして、「全日本武術太極拳選手権大会」の前身である「第１回全日本太極拳・

中国武術表演大会」の主催者が日中友好協会であった（高,2004）。以上のように、日中友

好協会は大会発展の初期段階には中心的な存在であったが、日本武術太極拳運動の普及に

伴い、日中友好協会は日本連盟また大会への影響力はどんどん少なくなっていることがわ

かった。これは Mitchellら（1997）が提示したステークホルダーと中核組織の関係が不変

なものではなく、ダイナミックなものであるということを証明している。 

第４項 まとめ 

「全日本武術太極拳選手権大会」におけるステークホルダーは合計 13部分を抽出し、分

類した。決定型ステークホルダーは日本武術太極拳連盟、都道府県連盟、NHK、新聞社 

、太極パートナーズ、大会観戦者、技術支援チーム合計 7 部分がある。支配型ステークホ

ルダーは笹川スポーツ財団、文部科学省、東京都、アジア武術連盟、スポーツ統括団体 5

つの部分がある。最後に、裁量型ステークホルダーは日中友好協会である。 

 

 

                                                   
10  インタビュイー：日本武術太極拳連盟 常務理事 場所：日本武術太極拳連盟事務局 2015.7.30 
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第３節 「中国・焦作国際太極拳交流大会」について 

第１項 「中国・焦作国際太極拳交流大会」の起源 

現在の大会開催地である焦作市は 20 世紀 60 年代に石炭産業を中心にし、地域の経済を

発展してきた。しかし、20 世紀末、地元の鉱物資源の枯渇及び中国の産業構造に関する政

策の調整をきっかけとして、焦作市政府は伝統的な経済生産モデルである鉱石生産を転換

することを決めた。当時、中国ではスポーツイベントの発展と伴い、地方政府もますます

スポーツツイベントの重要性を認識した。焦作市及び温県政府は新たな経済モデルを探求

するため、焦作市にある温県の文化資源を利用し、太極拳を通じて地元の経済を振興させ

ながら、スポーツイベントを発展させるという道を選んだ。そして、1992 年 9 月 5 日から

9 日まで中国・温県に第１回国際太極拳年会が行われた。これは現在「中国・焦作国際太極

拳交流大会」の前身となった。 

 太極拳年会が創立されたところ、温県政府は「温県第１回国際太極拳年会の組織委員会

の設立に関するお知らせ」を通じ、組織委員会を設立し、太極拳年会は国際的かつ学術や

理論及び技術を持つ太極拳民間交流組織であることを明記した。太極拳年会の最初の目的

は、中国伝統武術を発揚し、太極拳の普及や発展を促し、国内外の太極拳界の連帯感や友

情を促すことであった。 

 太極拳年会が最初に創立されたときに、大会の費用はすべて地元政府に頼った。そして、

大会の知名度の向上及び参加者規模の拡大により、 地元政府に沢山の財政負担をかけ、

また人的資源の不足などの問題もあった。それらの問題を解決するため、1994 年から太極

拳年会は２年間１回に開催することになった。しかしながら、太極拳年会の発展及び経済

的な効果をより拡大していくために、2000 年から太極拳年会の開催地は温県から焦作市に

移り、大会名称は「中国・焦作太極拳国際年会」となった。 

 それから太極拳年会は成功し、特に、太極拳年会は焦作市の経済的な面及び社会的な面

に深く影響を与えた（靳，2008）。2000年から太極拳年会の規模は拡大しつつ、現在は中国
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国家体育総局武術運動管理センター、中国協会、河南省体育局、焦作人民政府共同で主催

し、焦作体育局が主管する武術太極拳大会となった（2015まで）。そして、開催時期は 2年

に１回で、その年の 8 月に 7 日間で開催される。大会参加者は体育局、武術協会あるいは

武術管理センターに所属する会員に限られるが、予選を行うことはない。2015年第 8回「中

国焦作国際太極拳交流大会」の参加者人数は合計 5016 人であり、そのうち海外選手は 658

人であった。そして、現在「中国・焦作国際太極拳交流大会」は中国では一番レベルが高

い太極拳大会と言われている。  

第２項 大会組織委員会の構成 

「中国・焦作国際太極拳交流大会」の設立の最初から政府が主催し、組織委員会のメン

バーもすべて政府部門の役員であった（国,2011）。そして、現在組織委員会のメンバー構

成は焦作市人民政府が提案をし、その後国家体育総局武術運動管理センターが審査する。

2013年大会組織委員会メンバーは合計 84名の中、国家体育総局 20名、河南省人民政府 10

名、焦作市人民政府 50名、他 4名という構成であった11。すべてのメンバーは役人だった。

そして、「中国・焦作国際太極拳交流大会」は大会試合以外に、太極拳関連製品を展示・販

売する博覧会、太極拳に関する写真撮影コナーなどいろいろなイベントも行われたので、

2015年組織委員会は事務局、競技活動部、展示交流部、博覧会部、写真展部、総合保障部、

審判委員会という 7 つの部門から構成された。競技活動部は大会自体の運営をする部門で

あり、その下はまた秘書組、段位検定組、勤務接待組、大会応募及び選手配列組、器材場

所組 、スコア統計組、ボランティア組、審判組織組、受付表彰組、勤務保障組 10個のチ

ームに分けられた。 

第３項 大会開催時点の課題 

 大会へのインタビュー調査を通じて、大会開催時点で大会が持つ大きな課題の一つは、

いかに海外選手の参加人数を増加させるかということである。インタビュイーは「現在の

                                                   
11 第 7回 中国・焦作国際太極拳交流大会 秩序冊より 
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状況は、沢山の海外選手は一回、二回大会に参加し、その後継続的に参加することはでき

なくなった。」12と述べていた。表 18のように、大会参加者人数及び海外参加者はほとんど

毎回増加しているが、海外参加者は毎回の大会参加者人数との割合をみると、最初の 3 割

弱から、近年の 2 割以下に落ちている。また図 3 からみると、国内参加者と比べると、海

外参加者人数はほぼ横ばいになっている。この点はインタビューの結果と合わせると、大

会における海外選手の増加は大会組織委員会側の予想値よりまだズレはあるのではないか

と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「中国・焦作国際太極拳交流大会」大会参加者総人数と海外参加者人数 

                                                   
12 インタビュイー 中国河南省焦作市体育局副局長  場所：焦作市太極体育センター  2015.8.21  
13 表 18、図３のデータは温県人民政府、焦作市人民政府、中国武術協会ホームページによって筆者がまと

めてきた。 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

海外参加人数 

国内参加人数 

大会参加総人数 

表 18「中国焦作国際太極拳交流大会」における海外参加者統計13 

 開催年 海外参加人数 大会参加総人数 海外参加者割合 

1993 70 225 31% 

1994 186 599 31% 

1996 345 1000 34% 

1998 346 1200 28% 

2000 151 1672 9% 

2002 316 1370 23% 

2005 224 1149 19% 

2007 525 2253 23% 

2009 409 3038 13% 

2011 506 3585 14% 

2013 624 3897 16% 

2015 658 5016 13% 
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第４項 まとめ 

「中国・焦作国際太極拳交流大会」は最初の開催目的は太極拳の国際交流を促すだけで

はなく、地域の経済発展及び経済モデルの転換も促進するために開催された。そして大会

組織委員会は事務局、競技活動部、展示交流部、博覧会部、写真展部、総合保障部、審判

委員会７つの部門から構成される。組織委員会のメンバーはすべて政府関係者である。そ

して現在大会における課題として、大会における海外選手の持続的な参加を確保すること

である。
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 第４節 「中国・焦作国際太極拳交流大会」におけるステークホルダー分析 

 

実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度

国家体育総局武術運動管
理センター

ネット情報発信、国内
主流メディアの招致

試合規則、審判、宣伝
資料の選定、大会主
催権、組織委員会の

審査

大会主催者 行政部門 大会期間

中国国内スポー
ツイベントとして
の太極拳大会の
ブランド構築

決定型

河南省人民政府

ネット情報発信、交流
会の開催、河南省武
術協会への支持、政

策の頒布

大会主催権 大会主催者 行政部門 大会期間
武術産業の促
進、太極拳大会
の継続的な支持

決定型

焦作市人民政府
大会にかかわるすべ
ての費用及び資源の
提供、大会情報発信

大会の命名権及び広
告権、組織委員会の

選出
大会主催者 行政部門 大会期間

都市イメージの
向上及び経済モ
デルの転換

決定型

焦作市体育局 大会運営スタッフ提供 大会補助審判の推薦 大会引き受け者 行政部門 大会期間

大会を開催する
ために、必要な
資源と援助を組
織委員会に要求

する

決定型

行政メディア
大会及び地方政府の

業績宣伝
大会宣伝部門 行政部門 大会期間

大会宣伝、地域
イメージの向上

決定型

民間メディア 大会情報発信 大会宣伝部門 大会期間
協力としての大

会宣伝
決定型

焦作市内大学
開幕式での出演、ボ
ランティアの提供

大会協賛出演団
体

大会期間
大会を通じて、学
校の知名度を高

める
決定型

協賛企業 大会開催の資金提供 スポンサー 大会期間
自社ブランド力の

向上
決定型

大会観戦者
チケット購入、大会宣

伝
大会消費者 大会期間

太極推手などへ
の試合観戦

決定型

中国武術協会
大会参加者の応募、
ネット情報発信

大会主催権、審判に関
する規定

大会主催者 支配型

「中国焦作国際太極拳交流大会」におけるステークホルダーマッピング

ステークホルダー
パワー 正当性 緊急性

類型
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第１項 決定型ステークホルダー 

 国家体育総局武術運動管理センターは、大会の決定型ステークホルダーであり、中国武

術業界を全体的に管理する行政部門である。国家体育総局武術運動管理センターの実用型

パワーは大会への政策補助と大会宣伝の面から認められる。国家体育総局武術運動管理セ

ンターは 2002年「第 2回中国・焦作国際太極拳交流大会」から主催者になってから、大

会の規模が地方レベルから国家レベルの大会に進化した。さらに 2005年大会開幕式で、

国家体育総局武術運動管理センターと中国武術協会が焦作市に「太極拳聖地」という称号

を付与した。これにより、大会の知名度を高め、大会の発展を促した。そして、大会宣伝

の面からみると、国家体育総局武術運動管理センターは大会の開催に関連する情報をオフ

ィシャルホームページに載せ、大会の宣伝を行った。また、大会の報道をより効果的に行

うため、大会開催期間中に中国における主流メディアを集め、大会の取材を行った。規範

型パワーは「中国・焦作国際太極拳交流大会連携備忘録」によって、大会の組織委員会メ

ンバーはまず焦作市人民政府が提案し、最後に国家体育総局武術運動管理センターが査定

する。また、大会開催に関する国家体育総局武術運動管理センターの義務が試合規則の設

定、審判の選定、運動員及び審判競技会議の開催、宣伝資料の査定などがある。また、国

家体育総局武術運動管理センターが行政的な機能を持つ部門であり、大会の主催者である

ので、組織的正当性と社会的正当性両方を持っていることがわかる。緊急性は「中国・焦

作国際太極拳交流大会」を主催することを通じて、中国本土のスポーツイベントのブラン

ドを構築することから伺うことができた。 
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 河南省人民政府は、決定型なステークホルダーであり、大会の主催者の一員である。河

南省人民政府は行政部門として、大会に対する支援は国家体育総局武術運動管理センター

と同じように大会の宣伝及び政策補助である。河南省人民政府が 2009年に「第五回中国・

焦作国際太極拳交流大会」の主催者になった。その後、省政府が政治資源を利用し、大会

の宣伝を促した。例えば、河南省政府がネットによる情報発信の以外に、支部門である河

南省観光局の資源を生かし、韓国との貿易交流会が開かれたときに、太極拳大会を韓国か

らきた行政及び民間組織に対して積極的に宣伝を行った。また、政策補助の面から見ると、

河南省人民政府は省内の武術協会の設立、及び政策の頒布に力を入れた。特に、2015年

に公布した「スポーツ産業の発展及びスポーツ消費の促進に関する意見」の中で、太極拳

の伝統武術資源を利用し、河南省における武術の産業化を支持することを強調した。また、

この「意見」により、河南省人民政府が今後の「中国・焦作国際太極拳交流大会」につい

て、継続的な支持を求められることになったことから、河南省人民政府の緊急性が認めら

れた。 

 焦作市人民政府が大会開催地である焦作市を管轄する地方政府であり、大会の主催者で

ある。また、焦作市人民政府が大会にとって決定型ステークホルダーである。実用型パワ

ーから見れば、焦作市人民政府が大会開催用の主要な資金を出す部門である（劉，2011）。

2015年大会開催施設である焦作市太極体育センターの建設費用は焦作市政府が 13億元を

出資し、建てられた。また、焦作市政府と国家体育総局武術運動管理センターの連携備忘

録から、大会開催期間中の審判、組織委員会委員の労務費及び宿泊費などをすべて焦作市
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政府が担当する。さらに、大会優勝金も焦作市政府に任せる。資金以外には、焦作市政府

が大会期間の宣伝、交通、衛生、安全、宿泊、電力などの大会に関わるすべての方面を確

保しなければならない。そして、すべての準備を揃えるために、焦作市政府がそれぞれの

下部組織に責任を分担する。例えば、焦作市衛生局が大会期間中の衛生管理、大会医療支

援などを担当し、交通局は市内の交通管理、宣伝部は市内における大会宣伝を行うなどい

ろいろな部門があり、大会責任分担は細かく分かれている。また、大会におけるボランテ

ィアの募集も焦作市政府が担当する。今年、焦作市委宣伝部はメディア、スマートアプリ

などを利用し、市内でボランティア応募の情報を宣伝し、最後に応募者から 301名のボラ

ンティアを選出した。規範型パワーとして、焦作市政府が国家体育局総局武術運動管理セ

ンターとの連携により、焦作市政府が大会の命名権及び広告権を持ち、大会委員会のメン

バーリストを焦作市政府から提案することが分かる。緊急性については、焦作市政府が太

極拳事業及び観光事業を促進するために、焦作市にある太極拳の資源と雲白山の観光資源

を利用し、スポーツとツーリズムを融合して、大会の発展を促した。これは焦作市の都市

イメージの向上及び経済モデルの転換を目的としているのである。 

 焦作市体育局が、焦作市人民政府の下部組織であり、焦作市のスポーツ活動を担当する

行政部門である。そして、焦作市体育局は「中国・焦作国際太極拳交流大会」の運営中核

部門であり、決定型ステークホルダーである。2015 年第八回の大会に関して、大会運営

スタッフのほとんどが焦作市体育局から来ている。そして、大会開催における補助審判の

ほとんどは焦作市体育局から名前を提案し、選出する。そして、緊急性として、焦作市体
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育局が大会準備及び開催段階に大会組織委員会に要請を出し、必要な資源と援助をもらう。 

  大会を報道するメディアは、行政メディアと民間メディアである。大会における行政メ

ディアは中国共産党による機関誌と中国国営通信社を指し、政治的な色合いが強い。特に、

焦作市宣伝部に所属する焦作日報は大会の開催期間だけではなく、準備期間から終了まで

政府から出た大会に関するすべての情報を発信する。そして焦作市政府も焦作日報のよう

な当地域新聞社に依頼し、市内における大会の宣伝を強調している。焦作日報に記載した

以下のような記事から解釈することができる： 

「焦作市の人々は焦作市のイメージを代表するものなので、焦作市市民が大会招待主と

して丁重なおもてなしを客に提供し、焦作市人民の良い姿と精神を外部から来た人々に示

していくことが大切である。」14 

そのため、行政メディアが大会への報道を通じて、地方政府の業績を地域住民及び外部

の人々に強調していくことが本来の目的である（Xue＆Mason,2011）。また、民間メディ

アのほとんどは国家体育総局武術運動管理センターから招待を受け、彼らは大会の情報を

国内だけではなく、海外への報道も行う。ただし、行政メディアのほうが政府に所属する

部門なので、上の要求を受けて行動をするパターンでありながら、民間メディアが政府の

要望をうけ、協力的な関係で大会の宣伝を行う。そして、どちらのメディア部門としても、

その共通の目的は太極拳大会を宣伝し、太極拳の影響力を高めることであるので、メディ

アの緊急性が認められた。  

                                                   
14 焦作日報 第 2版 2015 年 8月 15日 
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 焦作市市内の大学は、大会及び大会組織委員会にとって決定型ステークホルダーである。

まず、実用型パワーから見ると、焦作市市内の大学は大会開幕式の協賛出演団体であり、

焦作市政府から依頼を受け、出演者を派遣し、大会の開幕式で表演を行った。そしてイン

タビュー調査からわかったのは、大会に参加したボランティアのほとんどが大学の学生で

あり、彼らは大会を積極的に参加し、大会へのボランティア活動を通じて自分の社会経験

を鍛えたいという気持ちがある。そして、学校の緊急性は太極拳大会を通じて、自らの大

学ブランド力を向上させる要請から分かる。これらの大学は積極的に大会活動を参加し、

ある大学は校内の太極拳選手代表を選出し、試合に参加させた。そして、学校の代表選手

が優勝したら公表し、学校の知名度を高めることを求めた。 

 大会における協賛企業は、すべて焦作市地元企業であり、彼らは大会の開催に資金を提

供してきた。その代わりに、大会組織委員会は大会開催期間中に、協賛企業の宣伝を行っ

た。例えば、大会開催中に企業の看板を出したり、大会開幕式で協賛企業の社員達が同じ

企業名のユニフォウムを着る権利を付与したりし、現場で企業の広告宣伝を行った。スポ

ンサーの要請は大会を通じて、ブランド力の向上と外部からの注目を求めたが、実際に筆

者が大会に関する新聞記事及びネット情報をまとめた結果では、スポンサーに関連する情

報は一切記載されていなかった。 

  大会の観戦者は、試合の種目により、有料観戦と無料観戦二つに分けられる。太極推手

という種目はいつも人気な種目として行われるので、これはチケットの購入が必要となり、

ある程度大会の財政資源に貢献できる。そして、太極推手以外の試合及び大会開・閉幕式



58 

 

を鑑賞する場合はチケットも必須であるが、大会観客は大会開催期間中に焦作市政府に指

定された場所で身分証を提示すれば、無料な観戦チケットをもらえる。そしてチケットを

通じて大会を観戦すること自体が一種の契約関係の成立とみなすことができるので、大会

観客の正当性が認められる。また、大会責任者に対するインタビュー調査を通じて、大会

観客は大会組織委員会にとって重要なターゲットであり、重視される対象である。特にイ

ンタビュイーによれば： 

「われわれは大会観客を大会宣伝の一つ重要な媒介と見做している。その理由として彼

らは大会に参加し、大会のことを知り、将来には彼らを通じて、大会のこと及び焦作市の

ことをより多くの人に知らせ、大会の知名度を拡大していくのであるから」15。 

そのことから、「中国・焦作国際太極拳交流大会」にとって、大会の観戦客は決定型ス

テークホルダーであるとみなすことができた。 

第２項 支配型ステークホルダー 

中国武術協会は、支配型ステークホルダーである。中国武術協会は国家体育総局、民政

部、中華全国体育総局、中国オリンピック委員会によって業務指導及び監督を行う民間組

織の集団である。実用型パワーとして、大会の選手応募は、大会組織委員会が武術協会を

通じて、中国武術協会に加盟している組織に招待状を配布する。そして、これらの組織は

国内だけではなく、武術協会と連携がある海外組織にも招待状を配る。また、武術協会か

ら太極拳界の有名な武術家を招き、大会開幕式で武術家の表演を行わせる。さらに、武術

                                                   
15 インタビュイー 中国河南省焦作市体育局副局長  場所：焦作市太極体育センター  2015.8.21  
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協会のオフィシャルホームページで「中国・焦作国際太極拳交流大会」のコラムを開設し、

大会の宣伝を促進している。規範型パワーから見ると、武術協会は大会の審判を選出し、

審判の統一感を求めるため、審判専用ユニフォームの着用を要求した。現在、中国武術協

会は大会の主催者の一員として毎年大会の開催を支援しているが、インタビュー調査を通

じて、現在「中国・焦作国際太極拳交流大会」は武術協会との連携はほとんど審判の面で

あり、それ以外の要請また関係は少ないということが分かった。そのため、中国武術協会

における緊急性はないと考えられる。 

第３項 まとめ 

「中国・焦作国際太極拳交流大会」におけるステークホルダーは合計１０パートを抽出

し、分類した。決定型ステークホルダーは国家体育総局武術運動管理センター、河南省人

民政府、焦作市人民政府、焦作市体育局、行政メディア、民間メディア、焦作市内大学、

協賛企業、大会観戦者合計９パートが抽出された。支配型ステークホルダーは中国武術協

会であった。 
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第五章 考察 

第１節 大会について 

以上の分析結果に基づき、「全日本武術太極拳選手権大会」と「中国・焦作国際太極拳

交流大会」の概要の比較を表 20のようにまとめた。 

表 20  日・中太極拳大会比較 

大会比較 「全日本武術太極拳選手権大会」 「中国・焦作国際太極拳交流大会」 

大会起源 太極拳愛好者の増加 文化資源の開発 

新たな経済モデルへの要求 

開催目的 １、太極拳愛好者の交流を促す 

２、競技力の向上 

１、国際太極拳愛好者の交流を促す 

２、地域経済の発展及び経緯モデルの 

転換を促進する 

開催地 東京都 河南省焦作市 

開催時間 毎年の 7月中旬（3日間） 2 年間一回で 8月の下旬（7日間）  

参加者人

数 

約 1760人 5016人 

参加方法 都道府県連盟による予選制度 武術協会、武術管理センター、体育局

に所属する会員は前提 

大会主催

者 

日本武術太極拳連盟 国家体育総局武術運動管理センター、

中国武術協会、河南省人民政府、焦作

市人民政府 

組織委員

会構成 

大会事務局、大会審判委員会、選

手競技委員会 

事務局、競技活動部、展示交流部、博

覧会部、写真展部、総合保障部、審判

委員会 

組織委員

会成員 

日本武術太極拳連盟内部の理事、

会員 

政府役員 

課題 １、大会における実施種目の課題 

２、スポンサーの獲得 

 

大会における海外参加者の維持と拡大 

 

大会の起源から見ると、「全日本武術太極拳選手権大会」の起源は、当時の日中国交正

常化という大きいな背景の下に友好交流活動の展開により、太極拳運動が日本に導入され、

太極拳愛好者の人口が急増していったのである。一方、「中国・焦作国際太極拳交流大会」
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は太極拳資源の開発及び地方経済の発展促進をきっかけとして、大会が行われた。大会の

開催目的について、日本と中国の共通点は大会初期に太極拳の交流を促すことであるが、

日本の愛好者の増加により競技力の向上を追求し始める一方、中国は太極拳大会の知名度

及び影響力を利用し、地域の経済発展を促す目的があった。大会開催地は日本のほうが首

都である東京に対し、中国のほうが地方である焦作市で開催されている。試合参加方法は

日本の予選制度に対し、中国のほうはあまり制限されていない。この点について、日本の

大会は競技選手の人数を制限し、競技力の向上を追求することに対し、中国の大会はより

多くの人々が参加できる大会を開催する目的であることがわかった。大会の主催者につい

て、日本の大会が日本武術太極拳連盟だけで支持されるのに対し、中国の大会は国家、省、

市という三つのレベルの行政部門から支持をもらう。この点は日本の大会に対し中国の大

会はより多くの資源を獲得することができる。続いて、組織委員会の構成から見れば、日

本の大会は大会事務局、大会審判委員会、選手競技委員会という三つの部門はあり、これ

らの部門はすべて大会の試合に関する部門であるが、中国の大会組織委員会の構成を見る

と、競技試合以外には展示交流部、博覧会部、写真展部もある。これは大会の開催目的に

合わせると、日本の大会は競技を追求する純粋なスポーツ大会であるが、中国の大会は競

技大会というより文化交流を促すフェスティバルのような要素も含まれる大会であるこ

とが分かる。そして、組織委員会のメンバー構成からみれば、日本のほうはすべて日本武

術太極拳連盟の内部者であり、外部関係者とのかかわりは少ないが、中国の組織委員会メ

ンバーはほとんど国、省、市レベルの行政部門の役員であり、外部との連携が多いため、
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中国の大会は様々な資源を獲得することは容易である。現在、大会の課題について、日本

の大会は大会における実施種目の課題とスポンサーの獲得であるのに対して、中国の大会

は海外参加者人数の維持及び増加を狙っている 

以上、大会の起源及び開催目的から見ると、日本の大会は太極拳運動の普及を中心とし

ておこなわれているが、中国の大会は太極拳運動の普及だけではなく、政府がスポーツイ

ベントを利用し、当地域の経済発展を促す意図もあることが分かった。そして、大会の発

展に伴い、日本の大会は競技面の向上を目指し、選手の予選制度を導入してきたが、中国

の大会は大会開催地の知名度の向上を目指すため、選手への制限はほとんどなく、大会の

参加者を積極的に応募しようとしている。また、日本は一つの主催者に対し、中国のほう

は 4 つの部門が入った。組織委員会の構成から見ると、日本はすべて連盟の会員であり、

試合以外の項目はないことに対し、中国の大会はすべてのメンバーは政府の役人であり、

試合以外に展示交流会、博覧会など様々なイベントも用意していた。現在大会の課題につ

いて、日本の大会は大会実施項目及びスポンサーを問題としているが、中国のほうは外国

参加選手の維持及び拡大を問題としている。 

第２節 大会におけるステークホルダーについて 

 研究背景のところで述べたように、「全日本武術太極拳選手権大会」は民間組織が主催

する大会であり、「中国・焦作国際太極拳交流大会」は行政部門が主催する大会である。

そして本研究の目的は 2 つの運営モデルにおける大会ステークホルダーの特徴を明らか

にするため、ここでは「民間」、「行政」という二つのキーワードを中心とした。そして、
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ここで 2つの大会におけるステークホルダーを「民間」、「行政」という性質によって分類

した（表 21）。 

表 21    大会ステークホルダー構成比較 

大会 全日本武術太極拳選手権大会 中国・焦作国際太極拳交流大会 

ステークホルダ

ー構成 

民間：日本武術太極拳連盟、都

道府県連盟、新聞社、太極拳パ

ートナーズ、大会観戦者、技術

支援及び医療派遣部、笹川スポ

ーツ財団、アジア武術連盟、ス

ポーツ統括団体、日中友好協会、

NHK 

民間：民間メディア、焦作市内

大学、協賛企業、大会観戦者、

中国武術協会 

行政：東京都、文部科学省 行政：国家体育総局武術運動管

理センター、河南省人民政府、

焦作市人民政府、焦作市体育

局、行政メディア 

合計 １３個 １０個 

  

図４ ステークホルダー構成比 

日本の大会におけるステークホルダーを分けた結果は行政 15％、民間部門 85％を占め

ている（図４）。中国の場合は、民間と行政はそれぞれ 50％を占めている。全体的にみる

と、日本の大会は民間部門とのかかわりが多く、中国のほうが行政と民間両方とのかかわ

りが多いことが分かった。 

 それから、Mitchell らの理論による「全日本武術太極拳選手権大会」のステークホル

85% 

15% 

民間 行政 

50% 

50% 
民間 行政 

日本 中国 
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ダー属性統計は表、表 22、表 23のように分類された： 

 

表 22 「全日本武術太極拳選手権大会」 

ステークホルダー 

合計 13個 

パワー 正当性 緊急性 類型 

実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度 

日本武術太極拳連

盟 

○ ○ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

都道府県連盟 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

NHK ○ ○ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

新聞社 ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

太極パートナーズ ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

大会観戦者 ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

大会技術支援及び

医療派遣部 

○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

笹川スポーツ財団 ○ ‐ ○ ‐ ‐ ○ 支配型 

文部科学省 ‐ ○ ○ ○ ‐ ‐ 支配型 

東京都 ‐ ○ ○ ○ ‐ ‐ 支配型 

アジア武術連盟 ‐ ○ ○ ‐ ‐ ‐ 支配型 

スポーツ統括団体 ‐ ○ ○ ‐ ‐ ‐ 支配型 

日中友好協会 ‐ ‐ ○ ‐ ‐ ‐ 裁量型 

○属性ある  ‐ 属性ない 

表 23 「全日本武術太極拳選手権大会」ステークホルダー属性統計 

属性統計 実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度 

属性合計 8 7 13 2 7 9 

民間比率 100% 71% 85% 0% 100% 100% 

行政比率 0% 29% 15% 100% 0% 0% 

 日本の大会におけるステークホルダーを見ると、まず実用型パワーを持つ部門はすべて

民間組織であり、行政部門からの実質的な支援はないことが分かった。規範型パワーにつ

いて、武術連盟以外に、2つ行政部門及びスポーツ管轄組織のパワーが入り、彼らの影響

力により大会の権威を高めた。正当性について、すべてのステークホルダーは大会組織委

員会との連携を持っている。社会的正当性は日本の大会と関わりがある行政部門は２つし
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かないことが分かった。時間的緊急度を見ると、武術連盟、メディア、スポンサー、スタ

ッフなどの大会と直接かかわりをもつ部門がすべて時間的緊急度はあるが、大会に実用的

な資源を提供していない行政またスポーツ管轄組織などは時間的緊急度を持っていない

ことが分かった。重要度は同じく、実用的パワーを持っていない部門のほうがないことも

分かった。 

 一方、中国の大会にかかわるステークホルダーは以下の表 24、表 25のように示すこと

ができた。 

表 24 「中国・焦作国際太極拳交流大会」 

ステークホルダー 

合計 10個 

パワー 正当性 緊急性 類型 

実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度 

国家体育総局武術

管理センター 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定型 

河南省人民政府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定型 

焦作市人民政府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定型 

焦作市体育局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定型 

行政メディア ○ ‐ ○ ○ ○ ○ 決定型 

民間メディア ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

焦作市内大学 ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

協賛企業 ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

大会観戦者 ○ ‐ ○ ‐ ○ ○ 決定型 

中国武術協会 ○ ○ ○ ‐ ‐ ‐ 支配型 

                          ○属性ある  ‐ 属性ない 

表 25 「中国・焦作国際太極拳交流大会」ステークホルダー属性統計 

属性統計 実用型 規範型 組織的 社会的 時間的緊急度 重要度 

属性合計 10 5 10 5 9 9 

民間比率 50% 20% 50% 0%     44% 44% 

行政比率 50% 80% 50% 100% 56% 56% 

 中国の大会におけるステークホルダーを見ると、まず実用型パワーについて、すべての

ステークホルダーは実用型パワーを持っている。つまり、行政と民間両方から実質的な資
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源を大会に提供していたことが分かった。規範型パワーについて、規範型パワーを持つ行

政部門は民間部門より多いである。そして、すべてのステークホルダーは大会組織委員会

と連携を持つことが分かった。社会的正当性は中国の大会と関わりがある行政部門は５つ

ある。時間的緊急度は中国武術協会以外にすべてのステークホルダーを持っている。そし

て、重要度も時間的緊急度と同じように中国武術協会以外にすべてのステークホルダーが

有していた。 

以上、日本と中国の大会におけるステークホルダーの全体を見ると、中国は日本の大会

より行政部門との連携は多いことがわかる。そして、ステークホルダーの属性を見ると、

まず実用型パワーについて、日本の大会は行政から実質的な資源をもらっていないことに

対し、中国の大会は民間だけではなく、行政からの実質的な資源を沢山獲得している。規

範型パワーについて、同じく行政部門はこのパワーを持つのであるが、第四章で述べたよ

うに、日本の大会は行政部門との連携を持つことは大会の権威を高めるためであるのに対

し、中国の場合は行政部門の規範型パワーが大会の主催権、大会組織委員会の設定、大会

審判の提供などである。正当性について、同じくすべてのステークホルダーが大会組織員

会と連携を持っている。ただし、中国は行政部門が多く、日本は行政部門との関与は少な

いことである。時間的緊急度と重要度について、日本の大会は行政部門からの要請は少な

く、中国のほうは行政からの要請は多いことが分かった。 
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第３節 日中大会運営に対する実践的な考察とまとめ 

 分析の結果により、日本と中国の大会における運営モデル及びステークホルダーの特徴

を明らかになった。「全日本武術太極拳選手権大会」は民間機構である日本武術太極拳連

盟が主催する大会であり、大会開催におけるステークホルダーに関して、行政部門の関与

は少ないことが分かった。そして、大会すべての運営は主催者である日本武術太極拳連盟

が担当した。そして大会の開催目的から見ると、大会の運営は太極拳運動の普及、競技面

の向上などのようなスポーツ自体を求める方針であった。 

 このような運営仕方の強みとして、大会の運営自体はすべて日本連盟によって行うので、

大会に対する外部からの阻害は少ない。また、大会スタッフはほとんど日本連盟に所属す

る会員であり、太極拳及び武術に詳しい人員でもあるので、大会運営に関するノウハウを

持ち、大会の役割分担は明瞭、仕事の効率は良いのである。ただし、大会の弱点として大

会を運営する際に必要な資源の獲得が課題である。大会の開催はすべて連盟の力に頼り、

もし連盟の財政面は悪くなると、大会の開催に影響を及ぼす可能性がある。特にスポンサ

ーとの連携は大会収入の重要な源泉であるが、現在日本の大会は継続的にスポンサー契約

を結ばないとかなりの潜在的なリスクになる。したがって、日本の大会は今後、いかに多

様な部門との連携を結び、多元な資源を獲得することは大会発展のカギであろう。 

 「中国・焦作国際太極拳交流大会」は行政部門が主催する大会であり、大会開催におけ

るステークホルダーに関して、行政部門の関与は多いことが分かった。そして、大会の運

営について、国家、省、市など様々な行政部門が参加した。そして大会の開催目的から見
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ると、大会の運営は太極拳運動の普及だけではなく、中国伝統文化の対外宣伝、地域経済

発展の促進など、スポーツを生かし、スポーツの社会効果を生み出す方針であった。 

そして、中国大会運営の強みとして、行政部門が主導する大会なので、執行力が強い。

民間部門と違い、大会の実施は上の行政部門から条例及び意見を出し、所属する部門はす

ぐ執行するのは一般的な流れである。そして、行政部門は政治資源を利用し、大会を運営

する際に必要な資源を提供するので、中国の大会は外部関係者との連携は多く、資源の獲

得も比較的にできやすいのである。しかしながら、大会の弱点として、大会組織委員会メ

ンバーはすべて政府の役人であるが、ほとんどの人はスポーツ専門ではなく、大会の運営

に詳しい人とは言えない。そのため、大会運営への資金投入は大きいであるが、運営効率

は悪いという指摘もある（国,2011）。しかも、大会運営自体はすべて政府の力に頼り、も

し政府の支持を中断されると大会の運営はできなくなる可能性がある。特に、近年中国経

済の減速により、政府の財政収入及び支出は縮小している傾向がある。2014 年中国国務

院が頒布した「国務院 46 号公文書」によると、スポーツ関連協会と行政機関との分離化

を加速し、スポーツ界における民間の力を生かすという要求も出されている。例えば 2015

年 8月中国サッカー協会は中国国家体育総局から独立した。つまり、中国政府はスポーツ

界において、行政の負担を減らし、これから民間の力を生かす動向にある。そのため、「中

国・焦作国際太極拳交流大会」は、現在は行政部門が主導する大会であるが、今後大会に

おける自力運営は大きいな課題であろう。 

第４節 大会目的とステークホルダーに関する、より普遍的な考察（仮説の提示） 

最後に日本と中国の大会における開催目的から見ると、日本の大会目的がスポーツの本
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質を求める大会とすれば、中国の大会はスポーツを利用し、スポーツの社会効果を生み出

す目的である。 

          行政ステークホルダー 

 スポーツの本質的価値 スポーツの手段的価値 

  

 

民間ステークホルダー                   

図５ スポーツイベントにおけるスポーツの価値とステークホルダー 

本研究の結果から、スポーツイベントの目的とステークホルダーの関係に関する、より

普遍的な考察（仮説の提示）を試みてみたい。すなわち「スポーツの本質的価値⇔民間ス

テークホルダー」と「スポーツの手段的価値⇔行政（政府）ステークホルダー」という対

応関係についてである。日本の大会は民間組織（主たるステークホルダー）で主導する大

会であり、スポーツの本質を追及する純粋なスポーツイベントである（図５）。つまりス

ポーツの本質的価値を追求する目的である。しかしこのような目的だけを追求すれば、大

会の運営は主催者独自の大会になりやすく、スポーツから生み出す社会的効果などは弱く

なり、外部との関係も少なくなる。そのため、スポンサーあるいは行政部門の支持などの

ような外部資源の獲得は困難の状況に陥る可能性がある。中国の大会は行政部門（主たる

ステークホルダー）が主導する大会であり、スポーツを生かし、スポーツの社会効果を生

み出すためのスポーツイベントである。つまりスポーツの手段的な価値を最大化しようと

中国 

日本 
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する目的である。しかしながら、スポーツイベントから生み出す便宜だけを追求すると、

スポーツ本来の目的を失うことになる。筆者は 2015 年 8月に焦作市現地で調査をしたと

きに、一つ気になったのは街づくりである。「中国・焦作国際太極拳大会」の開催により、

地方政府は毎回沢山の投資金額をもらったことにもかかわらず、実際に投資金額の運用効

率は良くとは言えない。図６のように、2015 年 8 月時点に、すでに建てられた建築の利

用率はゼロといっても過言ではない。まるで「ゴーストタウン」16の風景である。 

図６ 焦作市温県陳家溝の片隅17 

スポーツイベントの開催について、スポーツの社会的効果だけを狙い、スポーツの本質

さをおろそかにすると、長期的な視点でスポーツによる持続的な社会効果はできなくなり、

スポーツイベント開催による経済、社会、人文などの影響はただ短期間かつ一過性なもの

になる可能性がある。 

本研究の結果を通じて、スポーツイベントの開催目的価値が異なれば、イベントにかか

わるステークホルダーの関心及び影響力も異なることが可能である。そして、スポーツイ

ベントが提供し、目的とする価値が本質的価値なのか手段的価値なのかによって、イベン

                                                   
16  ゴーストタウン：住む人がいなくなり荒れ果てた街を比喩する言葉―新世紀日漢両解大辞書より

  
17  SOHU網より http://roll.sohu.com/20151018/n423530799.shtml 
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トを経営する中核組織が重視するステークホルダーとの関係は異なってくる可能性があ

ると考えられる。 

そして、今後スポーツイベントの開催にあたって、民間部門は行政との連携を強化する

ことを通じて、外部資源の獲得を狙う一方、行政部門は民間のノウハウを学び、民間の力

を生かし、大会運営の効率を高めていくことが今後スポーツイベント開催にとって一つ重

要な課題であろう。 

第５節 研究限界 

本研究にとって、Mitchell らの理論における三つの属性の操作化は一つ重要な部分で

ある。本研究はデータ分析をする際、先行研究を参考し属性の定義を細かく定義し、ステ

ークホルダーの属性は「ある」、「ない」という基準で判断を行ったが、実際比較を行う際

に、区別しにくいということがあった。また、他の研究にも操作化について力を入れたが、

Xue＆Mason（2011）が提示したように：Parent＆Deep（2007）がステークホルダーの属性

が「出現的」、「消失的」、「変化的」という三つの状態を設置したが、「変化的」の詳しい

説明はしていなかった。また、Friedman＆ Mason（2004）が SH 属性を三つのレベルに分

けた（高、中、低）が、レベルの分類は曖昧であった。これらの操作化方法は判断基準が

曖昧であることについて、今後ステークホルダー属性の操作化方法の設定は今後ステーク

ホルダー研究に対し、一つ重要の課題であろう。 

また、ステークホルダーの抽出について、定義により、ステークホルダーと見なす部門

は様々である。本研究は大会にかかわるステークホルダーをできる限り全部取り出し、細
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かく分析を行ったが、数は多すぎるので、比較をより行いやすいため、これらのステーク

ホルダーを同じ属性によってグループ化し、最後に分析を行った。そして今後のスポーツ

分野に関するステークホルダー研究について、より明確の定義は研究を行う際に重要な課

題である。 
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ステークホルダー・リスト（事前仮定） 

 

第 32回全日本武術太極拳選手権大会に関連する組織、部門 

 

武術連盟： 

公益社団法人日本武術太極拳連盟      NPO 法人東京都武術太極拳連盟 

アジア武術連盟 

 

公益財団法人、協会： 

公益財団法人日本体育協会       公益財団法人日本オリンピック委員会        

公益社団法人日本中国友好協会       公益財団法人笹川スポーツ財団 

NPO法人日本ワールドゲームズ協会 

 

行政： 

文部科学省                東京都 

 

メディア： 

朝日新聞社     日刊スポーツ新聞社     NHK 

 

太極拳パートナーズ： 

アシックス    島村運輸倉庫     SK     石塚左玄医食研究所 

 

大会参加者： 

各競技団体      試合参加者        観戦者 

 

大会スタッフ： 

審判         ボランティア 

 

技術支援スタッフ： 

NPO法人スポーツメディカル          セイコータイムシステム株式会社 

     

その他  
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インタビュー質問項目 

１.「全日本武術太極拳選手権大会」のことを紹介してください。 

（目的、ゴール、大会の強み、弱み、大会発展の阻害要因、大会の内と外環境、主催権） 

 

２.大会組織委員会はどの部門ですか。あなたが大会の組織委員会をどのように定義しま

すか。（非営利、暫時的、政府との関係など） 

 

３.あなたは大会の組織委員会での役割は何ですか。 

 

４.大会開催及び大会準備期間における組織が、どちらが重要であると思いますか。 

  

①.あなたはこれらにおける個人或いは組織をどのように説明しますか。また、彼らは

組織委員会においてどのような役割を担いますか 

 

 ②.大会組織委員会がこれらの組織と連携する理由を教えてください。そして、どのよ

うな連携をしましたか。こういう連携期間を教えてください。大会を開催するため

に、組織委員会が彼らとの連携から何か便宜を獲得しましたか。 

 

 ③.これらの関連組織に関するイメージを教えてください（彼らの要請と行動が正当性

を持つと思いますか）。このイメージが大会開催から終わるまで変わりましたか。

もし変わりましたら、どのように変わりましたか。なぜ変わりましたか。 

 

 ④.ステークホルダーと大会組織委員会との関係の中から、あなたが最初に希望する結

果はどのようなものでしたか。 

   それは実現可能なものでしたか。希望する結果と実際の結果が一致していますか。 

   この希望が変わったことがありますか。 

  

⑤.組織委員会が関係団体との連携について、どのようにマネジメントしましたか。 

   Ⅰ 責任者はだれですか 

   Ⅱ パートナーシップをすることによって生じる問題また課題はありましたか。具

体的にはどのようなものでしたか。 

     これらの課題について、ステークホルダー（関連団体）はどのような行動を行

いましたか。（以上の問題、課題）最も重要なのはどれでしたか、 
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   Ⅲ それらの問題と課題を誰かによって、どのように解決しましたか。どのような

方法・人・資源を用いましたか。どの位の時間を費やしましたか。また、この

課題は組織委員会にどのようなインパクトを与えましたか。これらの問題の解

決は正当性を持つとみなされましたか。 

⑥.他のステークホルダーのニーズがより重要とされたために、採用されなかったステ

ークホルダーのニーズはありますか。それはなぜですか。採用しなかった理由は何で

すか。利害の調整は誰が責任を持って行いましたか。 

 

５.大会開催を取材するメディアの役割を教えてください。 

 

６.関連団体が大会開催にとっての重要度によって、あなたは彼らをどのように順位づけ

をしますか。その基準も教えてください。 

７.あなたはどのようなステークホルダーを重要視しますか。それはなぜですか。また、

重要度の低いステークホルダーの存在はありますか。それはなぜですか。また、各ス

テークホルダーの重要度は、時期や大会によって変動しますか。 

  

もしインタビューに答えてくださる方が、ステークホルダーの希望と要求が組織委員会と

反した場合は： 

 

８.普通に、反対的なニーズと希望が発生した場合には、どのようにマネジメントをして

いますか。    

①.どのような政策を取りましたか。 

   ②.関係団体の優先順位をつける時に、どのような意思決定のプロセスをとりまし

たか。 

   ③.最終決定権を持っている人は誰ですか。 

   ④.この意思決定プロセスが、組織委員会とステークホルダーの関係にどのような

影響を与えましたか。影響がある場合は、どのような影響がありましたか。 

 

９.あなたの判断基準は何ですか。 

 

１０.組織委員会の未来を見据えた時に、何か提案しようと思いますか。 

 

１１.組織委員会と大会との関係について、他に気づいた点や重要事項がありますか。 
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ステークホルダー・リスト（事前仮定） 

 

第８回「中国・焦作国際太極拳交流大会」に関連する組織、部門 

行政： 

中国国家体育総局武術運動管理センター、   河南省人民政府、 

河南省観光局、               焦作市人民政府、 

焦作市体育局 

 

協会： 

中国武術協会 

 

メディア： 

焦作日報、                 焦作市テレビ局、 

人民網、                  新浪網 

 

焦作市内大学： 

焦作大学、                 河南理工大学 

 

スポンサー 

 

大会参加者： 

試合参加者                 観戦者 

 

大会スタッフ： 

審判                    ボランティア 

 

その他 
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インタビュー質問項目（中国語版） 

一.请您简单介绍一下本届大赛。 

（大赛目的，目标，规模，大会发展中存在的问题，大赛的组成机构，主办权等） 

 

二．本届大赛组委会是由哪些部门组成的？本届大赛的组委会是属于什么样的机构？（政府，

民办，非盈利，盈利，暂时，持续等） 

 

三.您本人在本届大赛组委会中担任什么职务？ 

 

四．您认为在大赛准备以及举办期间，与哪些大赛相关部门的合作是重要的？比较重要？不

重要？ 

 

1. 请您分别对这些相关部门进行说明。并且请指出这些部门对于大赛组委会来讲，担当

着什么样的角色。 

2. 请讲解一下本届大赛组委会和这些部门合作的理由，目地。并且，和这些相关部门以

何种形式进行合作？。合作的时间有多久？为了举办本届大赛，大赛组委会和这些部

门合作可以获得什么样的资源？ 

3. 这些相关部门对大赛组委会的要求以及他们所采取的行动对于您来讲合理正当么？

您对相关部门的这种印象从大赛准备期间到大赛结束之间有发生过改变么？如果有

的话，发生了怎样的改变？为什么会导致您对其印象的改变？ 

4. 大赛组委会和大赛相关部门的合作中，您最开始希望得到什么样的结果？这个结果实

现了么？实际得到的结果跟预期结果是否一致？ 

5. 大赛组委会和大赛的相关部门合作的时候是怎么被管理的？这个负责人是谁？在组

委会与相关部门合作的过程中，产生了什么样的问题和课题？具体是什么样的？ 

   

Ⅰ 在合作的过程中如果发生了分歧或者问题，大赛相关部门都采取了什么样的行动？

这其中，您认为哪些问题是最重要的？ 

   Ⅱ 大赛组委会和大赛相关部门合作过程中产生的分歧和问题最终通过谁，什么方法来

解决了呢？花费了多长的时间来解决这个问题？并且这样的课题对于组委会或者

大赛来讲，带来了什么样的影响？您认为这些问题解决的合适正当么？ 

 

 

   6.有没有因为某些部门的要求比起其他部门的要求重要而采取了优先措施，没有接纳一
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些部门的要求呢？如果有请讲明一下原因。以及谁最终负责做出这样的决定。 

  

五．大赛组委会为了和大赛相关部门相互沟通交流合作，都采取了哪些手段？ 

    

1.请讲明大赛的相关媒体的角色及作用。 

2.除了媒体，还有哪些部门对于塑造大赛以及大赛组委会形象起了积极地作用？ 

  

六．在所有的大赛相关部门当中，您认为其重要度有高低之分么？如果有的话，您最注重什

么样的部门？以什么标准来决定这些相关部门的优先顺序呢？ 

  

如果有哪些大赛相关部门的要求与大赛组委会发生分歧时: 

  

七．请具体列出发生分歧的例子。 

    

 1.一般来讲发生组委会与其他部门的意见分歧的话，都分别采取什么样的对策来解决？ 

    2.这些政策由谁来下达的？ 

    3.采取了这些政策对于大赛组委会与大赛合作部门之间的关系来讲，产生了什么样的影

响？  

  

八．在大赛组委会与其他部门发生意见分歧的时候，您的判断基准是什么？ 

 

九．您对今后大赛的发展有什么意见和建议？ 

 

十．除了以上的问题之外，您还有什么觉得需要留意和注意的事项么？ 

 

                                      

 


